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■ 人間発達文化学類『開講科目一覧』の見方及び履修上の留意事項 
 

１．『開講科目一覧』（本冊子）についての留意点 
＜共通領域＞ 

１．備考欄に学類等が指定されている科目がありますので，指示に従って履修登録をしてください。 

２．「共通領域の履修について」を良く読み理解を深めた上，「共通領域科目一覧」及び「平成２８年度共通領域

時間割表」により，開講期・曜日・時限・履修年次（セメスター）を確認しつつ，誤りのないように自らの責任にお

いて履修計画を立ててください。 

 

＜自己デザイン領域・専門領域＞ 
１．自己デザイン及び専門領域科目の単位の修得方法は，別冊子「学習案内」の履修基準表及び履修に関す

る説明事項を読み理解しておいてください。時間割（開講期・曜日・時限など）は本冊子に掲載されています。 

２．「担当教員名」欄の（非）は非常勤講師を示しています。 

３．「教室」の欄は，「Ｓ・Ｍ・Ｌ」は共通講義棟を，「人」は人間発達文化学類棟内の教室，「理」は共生システム理

工学類棟，「行」は行政政策学類棟，「経」は経済経営学類棟の教室，「教育セ」は総合教育研究センター， 

「ＩＰＣ」は総合情報処理センターを示しています。その他音楽棟，美術棟，保健体育棟などにおいて授業が行

われますので，巻末の建物配置図及び当該建物入口に記載の案内により承知しておいてください。 

４．「備考」欄の●印は，教職免許登録者等に適用となる Cap 除外科目を示します。これについての詳細は， 

「学習案内」を参照してください。 

５．「備考」欄の☆印は，保育士指定専門科目を示します。これについての詳細は，「学習案内」を参照してくださ

い。 

 
２．「履修登録」について 
１）「履修計画」 

履修計画は「学習案内」及び本冊子を良く読み，自己の責任においてカリキュラムを編成してください。カリキ

ュラムアドバイザーに相談することもできます。 

２）履修登録の際の注意事項 

① 受講する全ての科目を登録してください。いかなる場合においても，未登録科目の単位修得はできま

せん。また科目を誤って登録した場合も同様に単位の修得はできないので注意してください。 

前期の履修登録  →  受講する前期開講の全ての科目（前期開講の集中講義含む） 

後期の履修登録  →  受講する後期開講の全ての科目（後期開講の集中講義含む） 

なお，登録について特別に指示のある科目は，指示に従い指定された期間内に手続きをし，履修登録をしてくださ

い。 

※１年次生は１・２セメ，２年次生は１～４セメ，３年次生は１～６セメ，４年次以上生は１～８セメが履修可能時期となっ

ています。 

※人間発達文化学類生は，夜間開講の授業科目は履修できないので選択しないでください。選択しても履

修は認められません。 

※授業内容については LiveCampus（ライブキャンパス）上でシラバスを閲覧することができます。 

② 登録する科目が決まったら，自分自身の時間割を作成してください。 

③ 登録は，LiveCampus から入力することになります。 

詳しい履修登録の手順は，別途配付する履修登録マニュアルを参照してください。 

④ LiveCampus の操作について，不明な点があれば担当事務窓口で聞いてください。 
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⑤ 履修登録・確認期間は，教務関係日程表に記載のとおりです。 

履修登録・確認期間に登録をしなかった科目は，たとえ授業に出席していても単位の修得は認められま

せんので注意してください。なお，履修登録・確認期間後の修正は一切認められないので必ず確認まで終

了してください。 

   

３．「未完了手続きについて」 

未完了制度については『学習案内』を参照し，該当者は期間内に所定の手続きを行ってください。 

    

４．教務関係日程表 

教務関係日程表に記載されている日付は変更になる事があります。掲示により周知するので確認する

ようにしてください。 

 

定められた諸手続きの期限は厳守してください。期限を過ぎた手続きは一切受け付けません。

 

■ 大学院人間発達文化研究科「学科課程表」について 

１．「学科課程表」の記載事項について 
１．「必選別」欄の○印は必修，△印は選択必修を示しています。 

２．「担当教員名」欄の（非）は，非常勤講師を示しています。 

 
２．「履修登録」及び「研究テーマ届」の提出について 

所定の期間に LiveCampus（ライブキャンパス）から「履修登録」を行ってください。登録のない授業科目の単

位認定はされません。 

1 年次生は所定の期間に教務事務担当窓口に「研究テーマ届」を提出してください。 

他に修了研究提出に関わる各種届や，教育職員免許状取得に関する手続きがあります。締め切り期日を

厳守の上，忘れずに所定の手続きをしてください。 

 

３．その他 

それぞれの期限は厳守してください。期限を過ぎた手続きなどは一切受け付けませんので，留意

してください。 

不明な点等は教務事務担当窓口にお問い合わせください。 
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自己デザイン領域科目の履修について 

 
１．基本科目 

■教養演習Ⅰ・Ⅱ 

詳細は［別冊子］「学習案内」に記載されているので、必ず目を通しておいてください。 
 

２．キャリア創造科目 

■キャリア形成論、キャリアモデル学習、インターンシップ（就業体験学習） 

詳細は［別冊子］「学習案内」に記載されているので、必ず目を通しておいてください。 
 
３．自己学習プログラム 

詳細は［別冊子］「学習案内」に記載されているので、必ず目を通しておいてください。 
なお、受講にあたっての大まかな手続き等は以下に記載しますが、詳細については別途掲

示でお知らせします。 
 
（１）第２セメスター以降に申請することが可能です。 
（２）申請について：申請者は、担当教員から活動計画についての助言指導を受けた後、申請書

様式１（全体表）・様式２（個人表）を代表申請者が取りまとめ、教務課共通領域担当窓口に

提出してください。 
申請用紙等は教務課で配布します。自己学習プログラムとして認められた計画については、

履修登録前までに掲示板でお知らせします。 
認定された時点で、教務課で一括履修登録を行います。学生個人の窓口での手続き等は不

要です。 
・平成３０年度後期分申請時期は、平成３０年１０月予定です。（詳細は後日掲示） 
・平成３１年度前期分のガイダンス日程等は、１１月初旬以降掲示でお知らせします。 
申請時期は、平成３１年４月予定です。 

（３）活動報告書について、活動終了後は、担当教員に提出するレポート等とは別に、様式３（自

己学習プログラム報告書）を各プログラムの代表申請者が取りまとめ、教務課共通領域担当

窓口へ期日までに提出してください。 
・平成３０年度後期で完結する企画 ： 平成３０年度後期の授業終了日 １７時まで 
・平成３１年度前期で完結する企画 ： 平成３１年度前期の授業終了日 １７時まで 

（４）この科目は、ＧＰＡ制度、Ｃａｐ制度及び再修得制度の対象外科目です。 
単位認定は、認定された場合の評価は「Ｎ」、認定されない場合は「Ｆ（不合格）」になり

ます。 
申請後、単位の変更や期間の変更は認められません。 
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共通領域の履修について  

１．共通領域科目の履修体系 

 共通領域科目は，以下の科目区分及び授業科目で構成されています。 
科目区分 授業科目 

総合科目 科学と技術の社会史，大学で学ぶ，グローバル災害論，ＮＰＯ論，再生可

能エネルギー， 小さな自治体論，ふくしま未来学入門  他 

広域選択科目 

人間と文化 分野 
哲学Ⅰ・Ⅱ，論理学，心理学Ⅰ・Ⅱ，文学Ⅰ～Ⅲ，美術，脳神経と精神保

健Ⅰ・Ⅱ 

社会と歴史 分野 
日本国憲法，市民と法，政治学，社会論，歴史学Ⅰ，経済学Ⅰ・Ⅱ，経営学， 

地理学Ⅰ，地域論Ⅰ，ジェンダー学入門 

自然と技術 分野 
数学Ⅰ・Ⅱ，エネルギーの科学，物質の科学，生命の科学，環境の科学， 

ちからとかたち，医学概論    

日本事情 日本事情Ⅰ～Ⅳ（外国人留学生のみ履修可能） 

外国語科目 

英語 英語ＡⅠ・ＡⅡ，英語ＢⅠ・ＢⅡ，応用英語Ⅰ～Ⅵ 
英語以外の外国語 
（ドイツ語，フランス

語，中国語，ロシア

語，スペイン語，韓国

朝鮮語） 

英語以外の外国語初級Ⅰ・Ⅱ，英語以外の外国語中級，英語以外の外国語

上級 

日本語 日本語Ⅰ～ Ⅳ（外国人留学生のみ履修可能） 
情報教育科目  情報処理Ⅰ～ Ⅳ 

健康・運動科目 健康・運動科学実習Ⅰ・Ⅱ，スポーツ実習 

（注）年度によって開講されない授業科目があります。 

 

２．共通領域科目のねらい 

（１） 総合科目 

総合科目（１年次より）は，学際的な科目として開講します。ひとつのテーマをめぐって，さ

まざまな分野での知見やアプローチの仕方を学び，多角的・総合的な思考を学ぶことをねらいと

しています。 
（２） 広域選択科目 

広域選択科目（１年次より）は，現代の学問・文化の成果を紹介し，専門を越えた関心と理解

を促し，学問的な思考の基礎を身につけることをねらいとしています。「人間と文化」，「社会

と歴史」，「自然と技術」の３分野にわたって授業科目が開講されています。（上の表を参照） 

（３） 外国語科目 

外国語科目は，外国語を読む，書く，聞く，話す能力とともに，諸外国の言語文化を通じて，

豊かな世界観，思考力，表現力を身につけることをねらいとしています。「英語」及び「英語以

外の外国語」（ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，スペイン語，韓国朝鮮語）の授業が

開講されます。１年次では「英語」及び「英語以外の外国語」が必修です。２年次では「英語」

又は「英語以外の外国語」のいずれかが選択必修になります。２年次で両方の科目を履修するこ

ともできます。さらに外国語を勉強したい学生のために「応用英語」，「英語以外の外国語上級」

が用意されています。 

（４） 情報教育科目 

情報教育科目は，「情報処理Ⅰ」，「情報処理Ⅱ」，「情報処理Ⅲ」及び「情報処理Ⅳ」から

なっています。（共生システム理工学類の学生は「情報処理Ⅳ」を履修できません。） 

「情報処理Ⅰ」は，普通高校などであまり情報科目を履修してこなかった学生に，情報リテラ

シーを学んでもらうための科目です。 
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「情報処理Ⅱ」～「情報処理Ⅳ」は，専門高校や総合学科などである程度情報科目を履修して

情報リテラシーを身につけている学生や，日頃からパソコンの操作に慣れている学生に，少し進

んだ実践的な内容を学習してもらうための科目です。 

 

●「情報処理Ⅰ（講義テーマ：情報リテラシー）」は，大学における学習や日常生活においてコ 

ンピュータやネットワークを活用するための基礎的な能力いわゆるコンピュータリテラシー 

の能力を身につけるための科目です。ワープロ，表計算，電子メールやインターネットの利 

用等について学習し，パソコン活用スキルを身につけることを目標とします。 

   ●「情報処理Ⅱ（講義テーマ：エンドユーザコンピューティング）」では，日常コンピュータや 

ネットワークを使用する上で必要とされる知識と基礎的な実践能力を身につけることを目指 

します。一般利用者（エンドユーザ）の視点から，周辺機器を含めたコンピュータの仕組み 

と機能，基本的な操作とそこで用いるソフトウェア，コンピュータの基本的な設定，及び 

メンテナンスやトラブル対処の方法について，実例を用いて体験的に学びます。 

●「情報処理Ⅲ（講義テーマ：ネットワークとセキュリティ）」では，ネットワークとセキュリ 

ティに関する基本知識を理解し，ウイルス感染防止・駆除対策，セキュリティポリシーの策 

定と運用などに関する基本的能力を身につけることを目標とします。インターネット社会に 

おいて，被害者にも加害者にもならないように，リスク分析とセキュリティ管理能力を身につけ 

ます。 

 

（５） 健康・運動科目 

健康・運動科目は，健康・運動科学実習（１年次）とスポーツ実習（２年次以上）があります。

授業のねらいは，これらの実習を通して，健康の維持増進や豊かな社会生活を送るための手段と

して身体活動を捉え，かつ実践していく能力（身体リテラシー）を養うことです。 
●「健康・運動科学実習Ⅰ」では，スポーツを通して１年次生のコミュニケーションの活性化 

や心身のリフレッシュを図ります。「健康・運動科学実習Ⅱ」では，種目にかかわる健康や 
運動科学に関する各種データを収集し，それをふまえながら興味・動機付けを高め，科学的 
認識や知識を深める内容の授業を行います。 

●「スポーツ実習」では，多様な種目を開講し，スポーツの得意・不得意にかかわらず，各々が 
それぞれの仕方で身体運動を楽しめるよう工夫されています。 

スポーツ実習は，同一種目であっても何度でも履修することができます。 
 
３．共通領域科目の履修方法 

（１）  総合科目・広域選択科目の履修について 

① 広域選択科目の３分野（「人間と文化」，「社会と歴史」，「自然と技術」）と「総合科目」

をあわせた４分野から各２単位（合計８単位）を修得し，さらに４分野から２単位を修得し，合計

１０単位を修得しなければなりません。 
② 卒業に必要な要件（卒業要件単位）を超えて修得した単位は，自由選択領域の単位となります。 
③ 教員免許状取得を希望する学生は，「社会と歴史」分野の「日本国憲法」を履修しなければな 
りません。 

  ④ 科目名称についての注意 
・授業科目名の二桁の数字だけが異なる場合は，同一の授業科目とみなされます。再修得の場合 
を除き，重ねて履修することはできません。 
・ローマ数字が異なる場合は，別の授業科目を示しますので，重ねて履修することが可能です。 
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  例：日本国憲法０１，０２ → 同一の科目   歴史学Ⅰ，Ⅱ → 別の科目 
⑤ 総合科目・広域選択科目は，再修得することができます（再修得制度については学習案内参

照）。  
⑥ 行政政策学類の学生は，「市民と法」「日本国憲法01，02」を履修することができません。 

⑦ 経済経営学類の学生は，「経済学Ⅰ」「経済学Ⅱ」「経営学」を履修することができません。 

⑧ 前年度まで開講されていた「精神保健Ⅰ」「精神保健Ⅱ」と，今年度開講の「脳神経と精神保

健Ⅰ」「脳神経と精神保健Ⅱ」は，同一科目となります。 

⑨ 「履修希望受付」は，以下の手続きで行います。 
（教室の収容人数を超える履修希望者がいた場合には，受講調整（人数制限）を行う場合がありま

す。） 

 

＜履修希望受付方法＞ 
受付期間等や「LiveCampus」登録は，教務関係日程表・マニュアル等により確認してください。 

<１>１次受付（ 前期開講科目 ４月初旬 ／ 後期開講科目 ９月中旬～下旬 ） 
① 総合・広域選択科目のシラバスをあらかじめ確認し，曜日・時限毎に履修希望の科目を確定さ 

せ，「LiveCampus（ライブキャンパス）」により履修申請をしてください。履修申請は第３志望 

まで登録することができます。 

② 履修申請の結果，教室の収容人数を超える科目については，やむを得ず人数制限として「受講

調整」が行われる場合があります。（教室を変更し，対応する場合もあります。） 
受講調整が行われる場合，最初に再修得者（既修得科目がＤ評価を受けた者）が受講調整の対

象になります。 

③ １次受付の結果は，「LiveCampus」で発表します。各自，確認してください。 
④ １次受付で受講が認められた科目の扱いは，以下のとおりになります。 

・受講調整が行われた科目は，当該時間帯の科目の変更・追加・撤回をすることができません。 

・受講調整が行われなかった科目は，原則として，当該時間帯の受講科目を変更・追加すること 

はできません。 

・当該セメスターにおいて，同一分野で３科目以上の履修となる場合は，受講調整にならなかっ 

た科目についてのみ、１科目を対象に「総合科目・広域選択科目」内での科目変更をすること 

ができます。希望する学生は，２次受付期間内に共通領域担当窓口まで申し出てください。 

⑤ 当該時間帯に別の科目を登録すると「不正申請」になり，不正申請した科目も，１次受付で受

講が認められた授業科目も受講できなくなります。 

⑥ 受講調整になった科目は，LiveCampus等でお知らせします。 
 

<２>２次受付 （詳細は，１次受付の結果発表の翌日に，掲示等で確認してください。） 

① １次受付を行い履修希望が認められなかった学生に対して，２次受付を行います。受付期間・

時間帯に注意してください。 
 （１次受付で受講が認められた時間帯については，２次受付ができません。） 
② 受付対象科目は，教室の収容人員に空きのある授業科目についてのみ行います。 

・受付方法は，「先着順」として科目毎の受付用名簿に本人が自筆で記入します。科目毎に定員 

に達するまで受講が認められます。定員に達した時点で受付終了となります。 
・１次受付で受講が認められた科目時間帯については，変更・追加はできません。 

③ ２次受付で受講が認められた学生は，当該時間帯の受講科目を変更することはできません。 

④ 当該時間帯に別の科目を申請すると「不正申請」になり，不正申請した科目も，２次受付で受

講が認められた授業科目も受講できなります。 
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⑤ ２次受付の結果は，「LiveCampus」で登録期間及び修正期間内に各自，確認してください。 

 

 ＜注意＞ 

詳細な操作マニュアルを別途配布しますので，マニュアルを参考の上必ず期間中に履修申請をし

てください。教務課ホームページからもダウンロードできます。 

 

 

 
                        
 
 
                      
 
 
 
                    履修申請し，「受講調整」にならなかった科目 
                     ☞ 変更・追加はできません。（※） 
                    履修申請し，「受講調整」になった科目 
                     ☞ 変更・追加・撤回はできません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（※）１次受付の結果，同一分野で３科目以上の履修となる場合は，受講調整にならなかった科目のみ

１科目を対象に「総合科目・広域選択科目」内での科目変更をすることができます。 

希望する学生は，２次受付期間内に共通領域担当窓口まで申し出てください。 

 
（２） 外国語科目の履修について 

(a)１年次において，「英語ＡⅠ」，「英語ＡⅡ」あわせて４単位，及び「英語以外の外国語」いず

れか１か国語の言語で「初級Ⅰ」，「初級Ⅱ」あわせて４単位を修得しなければなりません。 
(b)２年次において，「英語ＢⅠ」，「英語ＢⅡ」又は「英語以外の外国語中級」のいずれかを選択

し，１つの外国語科目で４単位を修得しなければなりません。「英語以外の外国語中級」を履修

１次受付：LiveCampus（ライブキャンパス） 
web申請 

受講調整 
結果発表・掲示 

掲示等（受講不可），不正登録抹消 

履修登録・確認（web登録）「 LiveCampus 」 

正式登録 

ＯＫ 

＜不正登録の場合＞ 

 
総合・広域選択科目履修手続きフローチャート 

２次受付(教務課の受付用名簿に本人が自筆で記入) 

１次受付で受講が認められなかった学生 



―　　―6

 

するためには，当該言語の「初級Ⅰ」，「初級Ⅱ」の単位を修得していなければなりません。 
 ・ 「英語ＢⅠ」，「英語ＢⅡ」を選択する学生は，Ｐ．２４「①英語の履修について 「英語ＢⅠ，

ＢⅡ」を読み所定の手続きをとってください。 
・ 「英語以外の外国語中級」を選択する学生は，「②英語以外の外国語の履修について」を読み 

履修したいクラスを各自で選んで受講してください。なお，さらに「英語ＢⅠ，ＢⅡ」を履修 

することもできます。「英語ＢⅠ，ＢⅡ」の手続きを参照してください。 
（「希望調査カード」に基づいたクラス編成は行いません。） 

(c)「応用英語」，「英語以外の外国語上級」の単位は，自由選択領域に計上することができます。 
(d)「英語以外の外国語初級」を除き，外国語科目は再修得することができません。 
(e)「英語Ａ・Ｂ」及び「英語以外の外国語初級及び中級」は履修登録を撤回することはできません。 
(f) 留学ビザによる編入学生については，日本語の履修を認めることがあります。 

 

①英語の履修について 

英語ＡⅠ，英語ＡⅡ 

(ｱ)「英語ＡⅠ」は，総合的な英語力の養成を目的とした授業科目です。 
(ｲ)「英語ＡⅡ」は，技能別に英語力を養成することを目的とした授業科目で，次の３種類のコー

スが開講されます。授業の詳細はシラバスに記載されています。 
・ Reading  ･･･「読む」ことを主とした総合的な英語力を養成するためのコース 
・ Writing  ･･･「書く」能力を養成するためのコース  
・ Oral Communication･･･「聴く・話す」能力を養成するためのコース 
(ｳ)１年次では，「英語ＡⅠ」及び「英語ＡⅡ」を各２単位，計４単位を修得しなければなりません。 
各２単位，計４単位を超えて修得することはできません。 

(ｴ)「英語ＡⅠ」及び「英語ＡⅡ」は，それぞれ週１回１クラスを半期履修することにより１単位

認定されます。４単位を修得するためには，「英語ＡⅠ」について前・後期各１クラスの計２ク

ラス，「英語ＡⅡ」についても前・後期各１クラスの計２クラスを履修する必要があります。 
(ｵ)開講曜日・時限は学類ごとに指定されています。 
・ 人間発達文化学類・共生システム理工学類は，「英語ＡⅠ」が月曜日２時限，「英語ＡⅡ」が金 

曜日１時限 

・ 行政政策学類・経済経営学類は，「英語ＡⅠ」が月曜日３時限，「英語ＡⅡ」が金曜日３時限 

・ 学類指定以外の曜日・時限の授業を受講することはできません。 

(ｶ)前期の所属クラスは「英語ＡⅠ」，「英語ＡⅡ」ともに，以下の手続きで行います。 

１．シラバスを読んで，受講を希望するクラスの第１回目の授業に必ず出席してください。 
２．第１回目の授業では，授業内容についての説明と希望受付が２回（１次，２次）行われます。 

＜１次説明・受付＞ 
・ 第１回目授業開始時（１時限８時４０分，２時限１０時２０分）に希望するクラスの教室に行

き授業内容等について説明を受けた後，別途配布する「受講希望カード」を担当教員に提出し

てください。（人数が多い場合は，その場で抽選が行われます。） 

・ １次受付で定員に達したクラスは，２次受付は行いません。 

＜２次説明・受付＞ 
・ １次受付で抽選にもれた学生は，提出した受講希望カードを受け取り，受講可能なクラスを掲 

示で確認し，２次説明・受付開始時刻（１時限９時４０分，２時限１１時２０分）までに希

望するクラスの教室に行ってください。授業内容について説明を受けた後，受講希望カード

を担当教員に提出してください。（人数が多い場合は，抽選が行われます。） 

・ ２次受付の抽選にもれた学生及び第１回目の授業を欠席した学生は，受講希望カードを共通領

域担当窓口に提出してください。所属クラスは第２回目の授業までに掲示します。 
(ｷ)再履修等２年次生以上で「英語ＡⅠ」，「英語ＡⅡ」を履修する学生は，手続きが異なり
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ます。学習案内Ｐ．２５の「再履修等について」を読み，所定の手続きをとってください。 
(ｸ)後期の所属クラスは「英語ＡⅠ」，「英語ＡⅡ」それぞれ前期と同一教員のクラスになります。 

・ 同一教員のクラスが後期に開講されていない場合は，前期クラスの教員の指示に従ってください。 
・ 前期に単位を修得できなかった場合でも，後期は同じクラスで受講可能です。 
(ｹ)「英語ＡⅠ」，「英語ＡⅡ」は，それぞれ後期のみ「基礎クラス」，「上級クラス」が開講さ

れます。成績評価は，上級クラスが「Ａ,Ｂ,Ｆ」のいずれか，基礎クラスは「Ｃ,Ｄ,Ｆ」のい

ずれかになります。 

受付期間は，９月中～下旬です。上級クラス・基礎クラスを希望する学生は手続きをしてく

ださい。手続き詳細や受講の認否は掲示板等でお知らせします。（人数が多い場合等は希望が

認められない場合があります。） 

 
 
英語ＢⅠ，英語ＢⅡ 
(ｱ)「英語ＢⅠ」は，総合的な英語力の養成を目的とした授業科目です。 

(ｲ)「英語ＢⅡ」は，技能別に英語力を養成することを目的とした授業科目で，次の３種類のコー

スが開講されます。授業の詳細はシラバスに記載されています。 
・ Reading ･･･「読む」ことを主とした総合的な英語力を養成するためのコース 
・ Writing ･･･「書く」能力を養成するためのコース 
・ Oral Communication ･･･「聴く・話す」能力を養成するためのコース 
(ｳ)２年次で英語を選択する学生は，「英語ＢⅠ」及び「英語ＢⅡ」を各２単位修得しなければな

りません。各２単位，計４単位を超えて修得することはできません。 

(ｴ)「英語ＢⅠ」及び「英語ＢⅡ」は，それぞれ週１回１クラスを半期履修することにより１単位 

認定されます。４単位を修得するためには，「英語ＢⅠ」について前・後期各１クラスの計２ク 

ラス，「英語ＢⅡ」についても前・後期各１クラスの計２クラスを履修する必要があります。 

(ｵ)開講曜日・時限は学類毎に指定されています。 

・ 人間発達文化学類・共生システム理工学類は「英語ＢⅠ」が月曜日１時限，「英語ＢⅡ」が水曜日２時限 

・ 行政政策学類・経済経営学類は「英語ＢⅠ」が水曜日１時限，「英語ＢⅡ」が金曜日２時限 

・ 学類指定以外の曜日・時限の授業を受講することはできません。 

(ｶ)前期の所属クラスは「英語ＢⅠ」，「英語ＢⅡ」ともに，以下の手続きで行います。 

１．シラバスを読んで，受講を希望するクラスの第１回目の授業に必ず出席してください。 
２．第１回目の授業では，授業内容についての説明と希望受付が２回（１次，２次）行われます。 
＜１次説明・受付＞ 
・ 第１回目授業開始時（１時限８時４０分，２時限１０時２０分）に希望するクラスの教室に 
行き，授業内容等について説明を受けた後，別途配布する「受講希望カード」を担当教員に提 

出してください。（人数が多い場合は，その場で抽選が行われます。） 
・ １次受付で定員に達したクラスは，２次受付は行いません。 
＜２次説明・受付＞ 
・１次受付で抽選にもれた学生は，提出した受講希望カードを受け取り，受講可能なクラスを 

 掲示で確認し，２次説明・受付開時刻（１時限９時４０分，２時限１１時２０分）までに希

望するクラスの教室に行ってください。授業内容について説明を受けた後，受講希望カード

を担当教員に提出してください。（人数が多い場合は，その場で抽選が行われます。） 
・２次受付の抽選にもれた学生及び第１回目の授業を欠席した学生は，受講希望カードを共通 

領域担当窓口に提出してください。所属クラスは第２回目の授業までに掲示します。 
(ｷ)後期の所属クラスは「英語ＢⅠ」，「英語ＢⅡ」それぞれ前期と同一教員のクラスになりま

す。 
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  前期に単位を修得できなかった場合でも，後期は同じクラスで受講可能です。但し、通常クラ

スから「基礎クラス」，「上級クラス」に限って変更ができます。 

 (ｸ)「英語ＢⅠ」，「英語ＢⅡ」の「基礎クラス」と「上級クラス」は，前期から開講されます。 

成績評価は上級クラスが「Ａ,Ｂ,Ｆ」のいずれか，基礎クラスは「Ｃ,Ｄ,Ｆ」のいずれかにな 

ります。 

・「基礎クラス」，「上級クラス」を希望する学生は，通常クラスと同様，第１回目授業開 

 始時（１時限８時４０分，２時限１０時２０分）に希望するクラスの教室に行き，授業内容 

等について説明を受けた後，別途配布する「受講希望カード」を担当教員に提出してください。 

人数が多い場合は，その場で抽選が行われます。 

・ １次受付で抽選にもれた学生は，提出した受講希望カードを受け取り，受講可能なクラスを 

 掲示で確認し，２次説明・受付開始時刻（１時限９時４０分，２時限１１時２０分）までに 

希望するクラスに行ってください。上記の＜２次説明・受付＞と同様の手続きで決定になり 

ます。 

(ｹ)前期に通常クラスに所属していた学生に限り，後期から「基礎クラス」，「上級クラス」への 

変更が可能です。受付期間は，９月中旬～下旬です。上級クラス・基礎クラスを希望する学生は 

手続きをしてください。手続き詳細や受講の認否は掲示板等でお知らせします。（前期の時点で 

「基礎クラス」，「上級クラス」が定員を満たしている場合，また，希望人数が多い等の場合は 

希望が認められないことがあります。） 

応用英語Ⅰ～Ⅵ 
(ｱ) ３，４年次生で，さらに英語の履修を希望する学生は，「応用英語Ⅰ～Ⅵ」を履修することが 

できます。 

(ｲ) 当該科目は，それぞれの授業の目的・内容が異なります。詳細はシラバスに記載されています。 

(ｳ) 修得した単位は，自由選択領域の単位として計上され，外国語の必修単位にはなりません。 

(ｴ) 再修得することはできませんが，単位修得後に同一の授業科目（ローマ数字が同じ科目）を繰

り返し履修し，単位の修得が認められます。 

 

外部検定試験の活用について 
学習案内Ｐ．９８の「英語に係る技能審査の単位認定に関する要項」の記載を読み，所定の手続き

をとってください。（英語ではなく「自由選択領域分」として認定されます。） 
 

語学研修について 
学習案内Ｐ．１０２の「英語の語学研修に係る学修の単位認定に関する要項」の記載を読み，所定

の手続きをとってください。 

 
再履修等について 
(ｱ)「英語ＡⅠ・ＡⅡ」，「英語ＢⅠ・ＢⅡ」の再履修を希望する学生は，共通領域担当窓口から

「英語再履修希望調査カード」を受け取り，第１回目授業開始時に希望するクラスの教室に行き，

カードを担当教員に提出してください。第１希望のクラスが受入不可で、第２、第３希望のクラスでも

受付不可だった場合は、共通領域担当窓口まで申し出て下さい。 

    再履修希望カード配布時期： 前期 ３月中～下旬 ／ 後期 ９月中旬  

 (ｲ)１クラス（半期）のみ再履修を希望する学生は，修得済みのクラスの開講時期（前期／後期）

に関わらず，前期，後期いずれでも履修可能です。 

(ｳ)再履修以外の理由（休学等）で，「英語ＡⅠ・ＡⅡ」を２年次以上，「英語ＢⅠ・ＢⅡ」を３

年次以上で履修する学生も同じ手続きをとってください。 

(ｴ)再履修として前期から履修している学生は，後期の再履修手続は不要です。後期は，前期と同

一教員のクラスになります。前期に通常クラスに所属し，後期から「基礎クラス」，「上級クラス」

を希望する学生は，所定の手続きをとってください。 
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(ｵ)４年次生以上で専門領域科目の履修の関係で英語の再履修が困難な学生は，英語再履修受付期

間に必ず共通領域担当に申し出てください。 

②英語以外の外国語の履修について  

英語以外の外国語は次のように開講されます。 
    ドイツ語 初級Ⅰ    初級Ⅱ    中級    上級 

    フランス語 初級Ⅰ    初級Ⅱ    中級    上級 

    中国語 初級Ⅰ    初級Ⅱ    中級    上級 

    ロシア語  初級Ⅰ    初級Ⅱ    中級    上級 

    スペイン語 初級Ⅰ    初級Ⅱ    中級    上級 

   韓国朝鮮語 初級Ⅰ    初級Ⅱ    中級    上級 

＊「スペイン語初級Ⅰ・Ⅱ」は，全学で１クラス（火曜日２時限と木曜日２時限）のみの開講です。

人間発達文化学類と共生システム理工学類の学生が履修を希望する際には，専門領域科目との時間

割の重複に注意してください。 
＊「初級」と「中級」の開講時限はおおむね一定していますが，「上級」は年度により開講時限や開

講時期が変更されることがあります。 
 

初級Ⅰ・初級Ⅱ 
(ｱ)１年次では，いずれか１か国語について「初級Ⅰ」及び「初級Ⅱ」を各２単位，計４単位を修得 

しなければなりません。各２単位，計４単位を超えて修得することはできません。 

(ｲ)同一クラスで週２回の履修になります。週１回だけの履修は認められません。 

(ｳ)複数クラスのある外国語では所属クラスが指定されますので，そのクラスで受講してください。 

詳しくは新入生ガイダンスでの指示に従ってください。 

(ｴ)「初級Ⅱ」を履修するためには，当該言語「初級Ⅰ」２単位を修得していなければなりません。 

(ｵ)「初級Ⅱ（後期）」のクラスは，「初級Ⅰ（前期）」と同じクラスを受講してください。 

 例：（前期）初級ⅠＢ  → （前期）初級ⅡＢ 
中級 
(ｱ)英語以外の外国語により外国語の卒業要件単位を満たそうとする学生は，いずれか１か国の言

語で４単位を修得しなければなりません。 
(ｲ)「中級」を履修するためには，当該言語の「初級Ⅰ」，「初級Ⅱ」の単位を修得していなけれ

ばなりません。 
(ｳ)週１回１クラスの履修で１単位認定されます。４単位修得のためには同一外国語について，前

期・後期とも週２回２クラスの履修が必要です。 
(ｴ)「中級」は，同一外国語で４単位を超えて履修できますが，４単位を超えて修得した単位は要

卒単位に計上できません。 
(ｵ)クラスは自由に選択し，第１回目の授業から出席してください。 

上級 
(ｱ)「上級」は３，４年次生を対象とした授業で，それまでに修得した外国語運用能力と外国文化

の知識をさらに総合的にレベル・アップさせることを目的としています。 
(ｲ)「上級」を履修するためには，当該言語「中級」２単位を修得していなければなりません。

「上級」の授業は「中級」４単位修得以上の学力を前提に行われます。 
(ｳ)「上級」の修得単位は自由選択領域の単位として計上され，外国語の必修単位にはなりません。 
(ｴ)「上級」は繰り返し履修することができ，単位の修得が認められます。 

履修手続き 
(ｱ) 新入生の「初級Ⅰ」の履修手続きは，新入生学内ガイダンスの時に行います。 
(ｲ)「英語以外の外国語初級Ⅰ」の再履修または再修得を希望する学生は，共通領域担当窓口から

「英語以外の外国語初級履修希望調査カード」を受領し，必要事項を記入の上，共通領域担当窓

口に提出してください。クラス編成はこの調査に基づいて行います。結果は掲示により発表します。 

受付期間は，３月下旬～４月初旬です。手続き・詳細は別途掲示でお知らせします。 

この「希望調査カード」を提出しないと希望する外国語科目が履修できないことがあります。 
(ｳ)「英語以外の外国語初級Ⅱ」の再履修または再修得を希望する学生は，希望するクラスの第１

回目の授業に出席してください。希望調査カードは不要です。事前に掲示による指示があった場
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合にはそれに従ってください。 

やむを得ない理由で第１回目の授業に出席できなかった学生は，各言語の責任教員に相談して

ください。（責任教員は掲示により確認してください。） 

(ｴ)「英語以外の外国語中級」の再履修または再修得を希望する学生は，希望するクラスの第１回

目の授業に出席してください。 

(ｵ)「初級」，「中級」では履修希望者が一定の数を超えた場合に，受講調整を行うことがありま

す。受講調整を行うクラスについては再修得を認めません。 

(ｶ)外国語科目の履修方法について悩んでいる者は，教務課共通領域担当に相談してください。 

 

※授業科目の履修によらない英語以外の外国語の単位認定について 
学生のみなさんの履修方法の選択肢を広げ，またそれぞれの到達度に応じた学習を早期に行うこ

とを保障するために，次の２つの制度（外部検定試験の活用，海外研修の活用）があります。 
 
1. 外部検定試験の活用について 
入学の前後を問わず，次の表に指定する検定試験に合格した学生は，取得級と同レベルの授業科

目の単位認定を受けることができます。 
単位認定を希望する学生は，教務課共通領域担当まで申請してください。申請期間については別

途掲示します。申請受付後，授業科目の単位修得に必要な内容を補うため，担当の教員がレポート

課題や面接試験を課し，その結果により単位を認定します。ただし，本学で既に単位を修得した授

業科目について，重ねて単位認定を受けることはできません。成績評価は「Ｎ」となります。 
この制度により単位認定を受けた学生は，その授業科目の上位科目を標準履修年次にかかわらず，

早期に履修することができます。 
 

指定検定試験名，実施母体，級・授業科目対照表 
資格試験名 級 科目名 認定単位数 

ドイツ語技能検定試験 
（ドイツ語学文学振興会） 

４級 ドイツ語初級Ⅰ・Ⅱ ４単位 

３級 ドイツ語中級 ４単位 

共通ヨーロッパ語学証明書－ドイツ語 
（欧州理事会文化協調会議教育委員会） 

A１ ドイツ語初級Ⅰ・Ⅱ ４単位 
A２ ドイツ語中級 ４単位 

実用フランス語技能検定試験 
（フランス語教育振興協会） 

５級 フランス語初級Ⅰ ２単位 
４級 フランス語初級Ⅱ ２単位 
３級 フランス語中級 ４単位 

フランス文部省認定フランス語資格試験 
DELF・DALF（DELF・DALF委員会） 

A１ フランス語初級Ⅰ・Ⅱ ４単位 
A２ フランス語中級 ４単位 

中国語検定試験 
（日本中国語検定協会） 

準４級 中国語初級Ⅰ ２単位 
４級 中国語初級Ⅱ ２単位 
３級 中国語中級 ４単位 

ロシア語能力検定公開試験 
（東京ロシア語学院） 

４級 ロシア語初級Ⅰ・Ⅱ ４単位 
３級 ロシア語中級 ４単位 

スペイン語技能検定 
（日本スペイン協会） 

６級 スペイン語初級Ⅰ ２単位 
５級 スペイン語初級Ⅱ ２単位 
４級 スペイン語中級 ４単位 

韓国語能力試験 

（韓国教育財団） 

１級 韓国朝鮮語初級Ⅰ ２単位 

２級 韓国朝鮮語初級Ⅱ ２単位 

３級 韓国朝鮮語中級 ４単位 

日本語能力試験（注2） 

（日本国際教育支援協会） 
Ｎ１ 日本語Ⅰ ２単位 

注) １) 単位を認定された授業科目の級以下の授業についても合わせて単位を認定する。ただし、本学ですで 
に単位を修得した授業科目及び単位認定を受けた授業科目について，重ねて単位認定は行わない。 
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２) 日本語は外国人留学生に限る。 

 
2. 海外研修の活用について 
「初級Ⅱ」の単位を修得した学生又は履修中の学生は，その言語圏の学校で研修を受ければ，

「中級」又は「上級」４単位を限度として単位認定を受けることができます。成績評価は「Ｎ」

となります。ただし，次の条件を満たす必要があります。 
(1) 少なくとも２０時間の授業時間があること。 
(2) 出発以前に所定の計画書を責任教員に提出し，承認を得ていること。 
(3) 研修終了後，レポートを提出し，その言語の責任教員の評価を受けること。 
詳細は「英語以外の外国語の語学研修に係る学修の単位認定に関する要項」を確認してください。 
この制度を利用して単位認定を受けようとする学生は，研修開始の１カ月前までに教務課共通

領域担当窓口に申し出ると同時に，当該言語の責任教員の指示に従ってください。 
 
（３）情報教育科目の履修について 

「情報処理Ⅰ」，「情報処理Ⅱ」，「情報処理Ⅲ」の３科目から，１科目以上を選び，２単位以

上を修得してください。 

 

■前期の履修手続き 

・新入生の履修手続きは，新入生ガイダンスの時に行います。「情報処理Ⅰ」，「情報処理Ⅱ」，

「情報処理Ⅲ」の３科目から，第１受講希望科目と第２受講希望科目を選択のうえ「希望調査カー

ド」を提出してください。受講希望に基づき，所属クラスが指定されますので指定されたクラスで

履修してください。所属クラスは決定次第，「共通領域掲示板」に掲示します。１回目の授業を受

ける前に必ず所属クラスと演習室を確認してください。 
・２年次以上の学生は，教務課共通領域担当窓口から「受講希望調査カード」を受領し，第１希望 

科目と第２希望科目を記入のうえ，教務課共通領域担当窓口に提出してください。 

受付期間は３月下旬～４月初旬です。手続き・詳細は別途掲示でお知らせします。 

クラス編成などの結果については決定次第掲示します。 

 

■後期の履修手続き 

・前期の履修希望受付で後期開講の「情報処理Ⅱ」，「情報処理Ⅲ」の各クラスに編成された学生

は履修希望を再提出する必要がありません。掲示情報を確認し，所属クラスの授業を受けてくださ

い。 
・前期の履修希望受付期間に「希望調査カード」を提出しなかった後期履修希望学生，再履修・再

修得及び複数科目の履修を希望する学生は以下の手続きによって所属クラスを決定します。 
①教務課共通領域担当窓口から「希望調査カード」を受領し，シラバスをよく読んで受講するクラ

スを決め，第１回目の授業に必ず出席してください。 
受付期間は９月下旬です。手続き・詳細は別途掲示でお知らせします。 

②第１回目の授業では，授業内容についての説明を受けた後，「受講希望カード」を担当教員に提

示してください。人数が多い場合は，抽選により受講調整を行います。結果は決定次第掲示しま

す。 
③受講調整の抽選にもれた学生及び第１回目の授業を欠席した学生は，受講可能なクラスを掲示で

確認し，受講希望カードを教務課共通領域担当窓口に提出してください。所属クラスは第２回目

の授業までに掲示されます。 
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■再履修，再修得及び複数科目の履修  

・情報教育科目の再履修は基本的に認められます。 

・情報教育科目の再修得及び複数の情報教育科目の履修については，基本的に認められます。 

ただし，１年次の第１受講希望者数が収容人数を超える場合は，再履修・再修得希望者及び複数 

科目履修者（以前履修した科目が不合格だったため再履修を希望する学生，以前履修した科目の評 

価が「Ｄ」だったため再修得を希望する学生，すでに他の情報教育科目を修得済みの学生，あるい 

は同一セメスターに他の情報教育科目を履修している学生）の受講は認められません。 

・再履修・再修得及び複数科目履修の受講希望人数が収容可能数（１年次の第１受講希望者数を除 

いた人数）より多い場合は抽選をおこない，抽選結果により再履修・再修得希望者及び複数科目 

履修者の受講を決定します。 

・卒業に必要な要件（卒業要件単位）を超えて修得した単位は，自由選択領域の単位として認めら

れます。 

 
（４）健康・運動科目の履修について 

① １年次において，「健康・運動科学実習Ⅰ及びⅡ」の両方を修得しなければなりません。 
② 健康・運動科学実習Ⅰ及びⅡを修得した学生は，２年次からスポーツ実習を履修することがで

きます。スポーツ実習は，同一種目の場合でも複数回の履修が可能です。修得した単位は，自由

選択領域の単位として計上されます。 
③ 健康・運動科学実習Ⅰ，Ⅱともに第１回目の授業の際に種目分けを行いますので，必ず出席し

てください。再履修者も必ず出席してください。 

集合場所は，第１体育館（入学式と同じ会場）です。筆記用具と上履きを用意し，普段着で出

席してください。欠席すると希望する種目が履修できないことがあります。 

第１回目の授業に出席できなかった学生は，蓮沼教員（保健体育棟２１４号）の指示を受けて

ください。                   
④ 健康・運動科学実習Ⅰ，Ⅱは指定された曜日，時間帯で受講してください。（共生システム理

工学類は，金曜日３時限です。）ただし，再履修者で，必修の科目と開講時間帯が重なり，指定

時間帯の受講が困難な場合は，他の時間帯での履修を認めることがありますので，第１回目の授

業で担当教員に申し出てください。 
⑤ 特別な理由により実技を行うことが困難な学生には，代替措置を認める場合があります。詳し

くは第１回目の授業で説明しますので必ず出席してください。 
⑥ スポーツ実習の受講希望者は，第１回目の授業に必ず出席してください。希望者が多い場合，

第１回目の授業で受講調整を行うことがあります。授業開催場所は保健体育棟入り口（第１体育

館の右側にある建物）のホワイトボードに掲示します。 

⑦ 健康・運動科学実習Ⅰ，Ⅱは再修得することができますが，スポーツ実習は再修得科目から除

外されています。 
⑧ 健康・運動科学実習Ⅰ，Ⅱは履修登録を撤回することはできません。 

 
（５）外国人留学生向け「日本語」及び「日本事情」の履修について 

履修方法 

① 外国語科目の履修は母語系統を除く１つの言語について８単位を修得しなければなりません。

「日本語」で代替することもできます。 
・具体的には，「英語ＡⅠ・Ⅱ」及び「英語ＢⅠ・Ⅱ」（計８単位），「英語以外の外国語初級
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Ⅰ・Ⅱ，中級（計８単位）」あるいは「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（計８単位）」のいずれかを修得

することが必要です。 

・８単位を超えて修得した外国語科目（日本語を含む）の単位は自由選択領域の単位として計上す 
ることができます。ただし，同一言語の初級・中級クラスで，８単位を越えて要卒単位に計上は 
できません。 

・「日本語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」はローマ数字の順に修得してください。（例：「日本語Ⅱ」を履修す

るためには「日本語Ⅰ」２単位を修得していなければなりません。「日本語Ⅲ」を履修するため

には「日本語Ⅱ」２単位を修得していなければなりません。） 
② 「日本事情Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」は卒業の要件として修得すべき総合科目，広域選択科目１０単位

の中に４単位まで含めることができます。この場合，残りの６単位を総合科目，広域選択科目３

区分の４分野から３つの分野にわたって科目を選択し修得しなければなりません。 
③ ４単位を超えて修得した「日本事情」の単位は自由選択領域の単位として計上することができま

す。 
④ 上の①，②及び③に述べた点を除けば，共通領域科目の履修方法は一般の学生と同じです。 
⑤ 「日本語」及び「日本事情」は再修得することはできません。 
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開 講 科 目 一 覧 

 

１．自己デザイン領域 
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クラス名
H26年度以降

入学者
H25年度以前

入学者

人：Ａ １ １ 前 木 ３ 森本　明 人２０１演

人：Ｂ １ １ 前 木 ３ 阿内　春生 IPCⅠ（右）

人：Ｃ １ １ 前 木 ３ 住吉　チカ 人２０６演

人：Ｄ １ １ 前 木 ３ 鶴巻　正子 人２０７演

人：Ｅ １ １ 前 木 ３ 原野明子 教育セ音リ実

人：Ｆ １ １ 前 木 ３ 　  

人：Ｈ １ １ 前 木 ３
井実　充史
川田　潤

M１
M２

言語文化クラス

人：Ｉ １ １ 前 木 ３
小野原　雅夫
千葉　桂子

Ｍ２３
Ｍ２４

地域生活文化クラス

人：Ｊ １ １ 前 木 ３ 和田　正樹 A２０３ 数理科学クラス

人：Ｋ １ １ 前 木 ３

人：Ｐ １ １ 前 木 ３

人：Ｑ １ １ 前 木 ３

人：Ｒ １ １ 前 木 ３ 今尾　滋 音講室 芸術文化クラス

人：Ｓ １ １ 前 木 ３  　

人：Ａ ２ ２ 後 木 ３ 森本　明 人２０１演

人：Ｂ ２ ２ 後 木 ３ 阿内　春生 IPCⅠ（右）

人：Ｃ ２ ２ 後 木 ３ 住吉　チカ 人２０６演

人：Ｄ ２ ２ 後 木 ３ 鶴巻　正子 人２０７演

人：Ｅ ２ ２ 後 木 ３ 原野明子 教育セ音リ実

人：Ｆ ２ ２ 後 木 ３ 　  

人：Ｈ ２ ２ 後 木 ３
井実　充史
川田　潤

M１
M２

言語文化クラス

人：Ｉ ２ ２ 後 木 ３
小野原　雅夫
千葉　桂子

Ｓ４１
Ｓ４２

地域生活文化クラス

人：Ｊ ２ ２ 後 木 ３ 和田　正樹 Ａ２０３ 数理科学クラス

人：Ｋ ２ ２ 後 木 ３

人：Ｐ ２ ２ 後 木 ３

人：Ｑ ２ ２ 後 木 ３

人：Ｒ ２ ２ 後 木 ３ 今尾　滋 音講室 芸術文化クラス

人：Ｓ ２ ２ 後 木 ３  　

担当教員名

科
目
区
分
等

スポーツ・芸術創造専攻

開
講
期

基
本
科
目

セメスター

教
養
演
習
Ⅰ

教
養
演
習
Ⅱ

人間発達専攻

川本　和久
安田　俊広

Ａ３０１
Ａ３０２

文化探究専攻

スポーツ探求・生涯スポーツ
クラス

スポーツ探求・生涯スポーツ
クラス

自己デザイン領域

スポーツ・芸術創造専攻

教養演習Ⅰは全ての学類で
開講される科目であるため、
クラス名表記で区別する。
例）「人：Ａ」は「人間発達文
化学類のＡクラス」であること
を表す。
指定された教員のクラスの授
業を履修すること。

☆保育士指定科目

文化探究専攻

人間発達専攻

川本　和久
安田　俊広

A３０１
A３０２

教養演習Ⅱは全ての学類で
開講される科目であるため、
クラス名表記で区別する。
例）「人：Ａ」は「人間発達文
化学類のＡクラス」であること
を表す。
指定された教員のクラスの授
業を履修すること。（教養演
習Ⅰと同じ教員のクラスを受
講すること。）
☆保育士指定科目

開　設　科　目 備　　考教　室
曜

日

時

限
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クラス名
H26年度以降

入学者
H25年度以前

入学者

担当教員名

科
目
区
分
等

開
講
期

セメスター
開　設　科　目 備　　考教　室

曜

日

時

限

１ １ 前 月 １ 富永　美佐子　他 Ｌ４ ☆保育士指定科目

３ ３ 前 木 ４
阿内　春生
高橋　純一
杉田　政夫

Ｌ１
Ｍ２

教員免許取得希望者はBで
はなくこのAを必ず履修のこ
と。
第１回はＬ１教室へ。

３ ３ 前 木 ４

小島　彰
渡邊　晃一
髙田　英和
中田　文憲
川本　和久
半澤　康

Ｍ２１

５ ５ 前

５ ５ 前

２～ ２～ 後

２～ ２～ 後

自己学習プログラムについて
の「ガイダンス」を行うので受
講希望者は必ず出席するこ
と。詳細は掲示により周知す
る。

自己学習プログラム（1単位）

参加にあたっては、「インター
ンシップガイダンス」に出席す
ることが必須条件になります。
詳細は掲示により周知する。

自己学習プログラム（2単位）

キ
ャ
リ
ア
創
造
科
目

キャリアモデル学習Ｂ

インターンシップ（２単位）

インターンシップ(1単位）

教職入門
（キャリアモデル学習Ａ）

キャリア形成論
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１．キャリア形成論

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 キャリア形成論（人） 川田 潤・小野原 雅夫・富永 美佐子 月 1 1 2 L 4
前期 キャリア形成論（経） 岩井 秀樹 水 2 1 2 L 4
前期 キャリア形成論（理） 大山 大・横尾 善之 水 2 1 2 L 1
前期 キャリア形成論（行）Ａ 新藤 雄介 木 1 1 2 L 1
前期 キャリア形成論（行）Ｂ 佐々木 康文 木 1 1 2 M 1

２．総合科目 ※総セ)特別教室 （総合教育研究センター １階）

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 科学と技術の社会史 岡田 努 月 1 1 2 M 1
前期 ボランティア論 鈴木 典夫・初澤 敏生 水 2 1 2 S 33
前期 大学生のための現代社会 鈴木 学 木 1 1 2 総セ)特別教室

前期 ヒトのことばの仕組みと進化 福冨 靖之 木 1 1 2 S 42
前期 ふくしま　未来へのヒント 未定 木 1 1 2 M 24
前期 グローバル災害論 佐野 孝治 木 1 1 2 M 22
前期 大学で学ぶ 高森 智嗣・鈴木 学 金 2 1 2 L 3
通年 むらの大学 小島 彰　他 金 5 1 2 S31/S32 当該科目の履修登録は前期、成績評価は後期

後期 評価論入門 高森 智嗣 月 1 1 2 L 4
後期 アジア共同体構想と地域協力の展開 朱 永浩（ずう よんほ） 水 2 1 2 S 38
後期 ＮＰＯ論 牧田 実 水 2 1 2 S 44
後期 小さな自治体論 岩崎 由美子 木 1 1 2 M 2
後期 再生可能エネルギー 佐藤 理夫  他 木 1 1 2 M 1
後期 災害復興支援学Ⅱ 塩谷 弘康 木 1 1 2 L 2
後期 セルフラーニングデザイン論 鈴木 学 金 2 1 2 総セ)特別教室

後期 ふくしま未来学入門 三浦 浩喜 金 2 1 2 L 4

３．広域選択科目

　「人間と文化」分野　　　　　　　　　 ※ＡＶ教室 （Ｍ講義棟 ３階）

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 哲学Ⅰ (非)嶺岸 佑亮 月 1 1 2 L 3
前期 心理学Ⅰ 筒井 雄二 月 1 1 2 L 1
前期 心理学Ⅱ01 五十嵐 敦 水 2 1 2 L 3
前期 心理学Ⅱ02 青木 真理 木 1 1 2 L 2
前期 美術 加藤 奈保子 金 2 1 2 AV教室
前期 文学Ⅱ (非)河内 聡子 金 2 1 2 S 32
前期 脳神経と精神保健Ⅰ 片山 規央 金 2 1 2 L 2

平成３０年度共通領域科⽬授業⼀覧表

前期 脳神経 精神保 片山 規
後期 哲学Ⅱ (非)嶺岸 佑亮 月 1 1 2 L 2
後期 文学Ⅰ 井實 充史 水 2 1 2 M 1
後期 論理学 (非)佐藤 恒徳 木 1 1 2 L 1
後期 文学Ⅲ (非)澤 正宏 金 2 1 2 S 44
後期 心理学Ⅱ03 内田 千代子 金 2 1 2 M 21
後期 脳神経と精神保健Ⅱ 片山 規央 金 2 1 2 L 3

　「社会と歴史」分野

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 経営学 則藤 孝志 水 2 1 2 M 24 経済経営学類生履修不可
前期 社会論 新藤 雄介 水 2 1 2 S 32
前期 市民と法 長谷川 珠子 木 1 1 2 M 4 行政政策学類生履修不可
前期 ジェンダー学入門 高橋 準 金 2 1 2 M 23
前期 経済学Ⅱ 十河 利明 金 2 1 2 M 3 経済経営学類生履修不可
後期 地理学Ⅰ 末吉 健治 月 1 1 2 L 3
後期 地域論Ⅰ 小山 良太 水 2 1 2 L 4
後期 日本国憲法 01 (非)二瓶 由美子 水 2 1 2 L 2 行政政策学類生履修不可
後期 歴史学Ⅰ 鍵和田 賢・阿部 浩一・菊地 芳朗・小松 賢司 木 1 1 2 L 4
後期 政治学 大黒 太郎 木 1 1 2 M 21
後期 経済学Ⅰ 荒 知宏 金 2 1 2 S 21 経済経営学類生履修不可
後期 日本国憲法 02 上床 悠 金 2 1 2 L 2 行政政策学類生履修不可

　「自然と技術」分野

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 生命の科学 01 木村 勝彦 月 1 1 2 M 2
前期 物質の科学 01 高貝 慶隆 水 2 1 2 M 22
前期 環境の科学 01 永幡 幸司・後藤 忍・川崎 興太 水 2 1 2 M 21
前期 医学概論 01 小室 安宏 水 2 1 2 L 2
前期 生命の科学 02 小山 純正 木 1 1 2 L 3
前期 数学Ⅰ 中田 文憲 木 1 1 2 M 23
前期 環境の科学 02 平中 宏典 金 2 1 2 M 21
後期 エネルギーの科学 生田 博将 水 2 1 2 M 21
後期 医学概論 02 小室 安宏 水 2 1 2 L 1
後期 数学Ⅱ 中川 和重 水 2 1 2 M 22
後期 ちからとかたち 藤本 勝成　他 木 1 1 2 M 22
後期 物質の科学 02 佐藤 理夫 金 2 1 2 M 1
後期 環境の科学 03 柴崎 直明 金 2 1 2 M 22
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４．情報教育科目

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 情報処理Ⅰ01 本田 修啓  月 1 1 2 IPC 1
前期 情報処理Ⅰ02 内海 哲史  月 1 1 2 IPC 4
前期 情報処理Ⅰ03 (非)安達 隆 水 2 1 2 IPC 4
前期 情報処理Ⅰ04 筧 宗徳 木 1 1 2 IPC 4
前期 情報処理Ⅰ05 本田 修啓  木 1 1 2 IPC 1
前期 情報処理Ⅰ06 (非)中山 祐貴 金 2 1 2 IPC 4
前期 情報処理Ⅱ01 (非)木谷 徳智  水 2 1 2 IPC 1
前期 情報処理Ⅱ02 (非)木谷 徳智  金 2 1 2 IPC 1
後期 情報処理Ⅱ03 (非)木谷 徳智  水 2 1 2 IPC 4
後期 情報処理Ⅱ04 (非)木谷 徳智  金 2 1 2 IPC 4
後期 情報処理Ⅲ 本田 修啓  木 1 1 2 IPC 4
後期 情報処理Ⅳ 内海 哲史 月 1 1 2 IPC 1

５．　外国語科目

　　英　語 ※ＡＶ教室、ＬＬ教室 （Ｍ講義棟 ３階）

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 英語ＡⅠ01 飯嶋 良太 月 2 1 1 S 43 人間発達文化・共生システム理工学類
前期 英語ＡⅠ02 吉高神 明 月 2 1 1 LL教室
前期 英語ＡⅠ03 佐々木 俊彦 月 2 1 1 C 101
前期 英語ＡⅠ04 (非)衛藤 安治 月 2 1 1 S 32
前期 英語ＡⅠ05 (非)安藤 勝夫 月 2 1 1 S 31
前期 英語ＡⅠ06 (非)九頭見 理香 月 2 1 1 S 41
前期 英語ＡⅠ07 (非)早川 正信 月 2 1 1 S 33
前期 英語ＡⅠ08 (非)渡邊 真由美 月 2 1 1 S 44
前期 英語ＡⅠ09 (非)ジョン・ティルマント 月 2 1 1 S 34
前期 英語ＡⅠ10 (非)レジス・ドラビゾン 月 2 1 1 S 23
前期 英語ＡⅠ21 (非)ジョン・ティルマント 月 3 1 1 S 34 行政政策・経済経営学類
前期 英語ＡⅠ22 佐久間 康之 月 3 1 1 C 102
前期 英語ＡⅠ23 佐々木 俊彦 月 3 1 1 C 101
前期 英語ＡⅠ24 松浦 浩子 月 3 1 1 LL教室
前期 英語ＡⅠ25 (非)安藤 勝夫 月 3 1 1 S 31
前期 英語ＡⅠ26 (非)荒 哲 月 3 1 1 S 21
前期 英語ＡⅠ27 (非)長谷川 明子 月 3 1 1 S 42
前期 英語ＡⅠ28 (非)早川 正信 月 3 1 1 S 33
前期 英語ＡⅠ29 (非)レジス・ドラビゾン 月 3 1 1 S 23
前期 英語ＡⅠ30 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 月 3 1 1 S 22
後期 英語ＡⅠ11 飯嶋 良太 月 2 1 1 S 43 人間発達文化・共生システム理工学類
後期 英語ＡⅠ12 吉高神 明 月 2 1 1 S 14後期 英語ＡⅠ12 吉高神 明 月 2 1 1 S 14
後期 英語ＡⅠ13 佐々木 俊彦 月 2 1 1 S 35
後期 英語ＡⅠ14 (非)衛藤 安治 月 2 1 1 S 32
後期 英語ＡⅠ15 (非)安藤 勝夫 月 2 1 1 S 31
後期 英語ＡⅠ16 (非)九頭見 理香 月 2 1 1 S 41
後期 英語ＡⅠ17 (非)早川 正信 月 2 1 1 S 33
後期 英語ＡⅠ18 (非)渡邊 真由美 月 2 1 1 S 44
後期 英語ＡⅠ19 (非)ジョン・ティルマント 月 2 1 1 S 34
後期 英語ＡⅠ20 (非)レジス・ドラビゾン 月 2 1 1 S 23
後期 英語ＡⅠ41（上級） 佐久間 康之 月 2 1 1 S 28
後期 英語ＡⅠ42（基礎） 髙田 英和 月 2 1 1 S 13
後期 英語ＡⅠ31 (非)ジョン・ティルマント 月 3 1 1 S 34 行政政策・経済経営学類
後期 英語ＡⅠ32 佐久間 康之 月 3 1 1 S 28
後期 英語ＡⅠ33 佐々木 俊彦 月 3 1 1 S 35
後期 英語ＡⅠ34 松浦 浩子 月 3 1 1 S 12
後期 英語ＡⅠ35 (非)安藤 勝夫 月 3 1 1 S 31
後期 英語ＡⅠ36 (非)荒 哲 月 3 1 1 S 21
後期 英語ＡⅠ37 (非)長谷川 明子 月 3 1 1 S 42
後期 英語ＡⅠ38 (非)早川 正信 月 3 1 1 S 33
後期 英語ＡⅠ39 (非)レジス・ドラビゾン 月 3 1 1 S 23
後期 英語ＡⅠ40 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 月 3 1 1 S 22
後期 英語ＡⅠ43（上級） 吉高神 明 月 3 1 1 S 14
後期 英語ＡⅠ44（基礎） 福冨 靖之 月 3 1 1 S 41
前期 英語ＡⅡ01 髙田 英和 金 1 1 1 S 33 人間発達文化・共生システム理工学類
前期 英語ＡⅡ02 (非)荒 哲 金 1 1 1 S 21
前期 英語ＡⅡ03 (非)九頭見 理香 金 1 1 1 S 41
前期 英語ＡⅡ04 後藤 史子 金 1 1 1 S 31
前期 英語ＡⅡ05 マッカーズランド・フィリップ 金 1 1 1 S 44
前期 英語ＡⅡ06 真歩仁 しょうん 金 1 1 1 S 43
前期 英語ＡⅡ07 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 金 1 1 1 S 22
前期 英語ＡⅡ08 (非)ジョン・ティルマント 金 1 1 1 IPC 5
前期 英語ＡⅡ09 (非)レジス・ドラビゾン 金 1 1 1 S 23
前期 英語ＡⅡ10 佐藤 元樹 金 1 1 1 S 42
前期 英語ＡⅡ21 後藤 史子 金 3 1 1 S 31 行政政策・経済経営学類
前期 英語ＡⅡ22 久我 和巳 金 3 1 1 S 34
前期 英語ＡⅡ23 (非)荒 哲 金 3 1 1 S 21
前期 英語ＡⅡ24 (非)長谷川 明子 金 3 1 1 S 42
前期 英語ＡⅡ25 (非)早川 正信 金 3 1 1 S 33
前期 英語ＡⅡ26 真歩仁 しょうん 金 3 1 1 S 43
前期 英語ＡⅡ27 マッカーズランド・フィリップ 金 3 1 1 S 44
前期 英語ＡⅡ28 ジョン・ティルマント 金 3 1 1 IPC 5
前期 英語ＡⅡ29 (非)レジス・ドラビゾン 金 3 1 1 S 23
前期 英語ＡⅡ30 福冨 靖之 金 3 1 1 S 41
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後期 英語ＡⅡ11 髙田 英和 金 1 1 1 S 33 人間発達文化・共生システム理工学類
後期 英語ＡⅡ12 (非)荒 哲 金 1 1 1 S 21
後期 英語ＡⅡ13 (非)九頭見 理香 金 1 1 1 S 41
後期 英語ＡⅡ14 後藤 史子 金 1 1 1 S 31
後期 英語ＡⅡ15 マッカーズランド・フィリップ 金 1 1 1 S 14
後期 英語ＡⅡ16 真歩仁 しょうん 金 1 1 1 S 43
後期 英語ＡⅡ17 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 金 1 1 1 S 22
後期 英語ＡⅡ18 (非)ジョン・ティルマント 金 1 1 1 IPC 5
後期 英語ＡⅡ19 (非)レジス・ドラビゾン 金 1 1 1 S 23
後期 英語ＡⅡ20 佐藤 元樹 金 1 1 1 S 42
後期 英語ＡⅡ41（上級） 村上 雄一 金 1 1 1 S 32
後期 英語ＡⅡ42（基礎） 飯嶋 良太 金 1 1 1 S 12
後期 英語ＡⅡ31 後藤 史子 金 3 1 1 S 31 行政政策・経済経営学類
後期 英語ＡⅡ32 久我 和巳 金 3 1 1 S 34
後期 英語ＡⅡ33 (非)荒 哲 金 3 1 1 S 21
後期 英語ＡⅡ34 (非)長谷川 明子 金 3 1 1 S 42
後期 英語ＡⅡ35 (非)早川 正信 金 3 1 1 S 33
後期 英語ＡⅡ36 真歩仁 しょうん 金 3 1 1 S 43
後期 英語ＡⅡ37 マッカーズランド・フィリップ 金 3 1 1 S 14
後期 英語ＡⅡ38 ジョン・ティルマント 金 3 1 1 IPC 5
後期 英語ＡⅡ39 (非)レジス・ドラビゾン 金 3 1 1 S 23
後期 英語ＡⅡ40 福冨 靖之 金 3 1 1 S 41
後期 英語ＡⅡ43（上級） 佐藤 元樹 金 3 1 1 S 35
後期 英語ＡⅡ44（基礎） 朝賀 俊彦 金 3 1 1 S 11
前期 英語ＢⅠ01 飯嶋 良太 月 1 2 1 S 43 人間発達文化・共生システム理工学類
前期 英語ＢⅠ02 髙田 英和 月 1 2 1 S 33
前期 英語ＢⅠ03 松浦 浩子 月 1 2 1 LL教室
前期 英語ＢⅠ04 (非)荒 哲 月 1 2 1 S 21
前期 英語ＢⅠ05 (非)安藤 勝夫 月 1 2 1 S 31
前期 英語ＢⅠ06 (非)衛藤 安治 月 1 2 1 S 32
前期 英語ＢⅠ07 (非)九頭見 理香 月 1 2 1 S 41
前期 英語ＢⅠ08 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 月 1 2 1 S 22
前期 英語ＢⅠ09 (非)渡邊 真由美 月 1 2 1 S 44
前期 英語ＢⅠ41（上級） (非)レジス・ドラビゾン 月 1 2 1 S 23
前期 英語ＢⅠ42（基礎） (非)長谷川 明子 月 1 2 1 S 42
前期 英語ＢⅠ21 川田 潤 水 1 2 1 S 44 行政政策・経済経営学類
前期 英語ＢⅠ22 吉高神 明 水 1 2 1 S 23
前期 英語ＢⅠ23 久我 和巳 水 1 2 1 S 34
前期 英語ＢⅠ24 (非)長谷川 明子 水 1 2 1 S 42
前期 英語ＢⅠ25 佐々木 俊彦 水 1 2 1 C 101
前期 英語ＢⅠ26 髙木 修一 水 1 2 1 S 43
前期 英語ＢⅠ27 松浦 浩子 水 1 2 1 LL教室
前期 英語ＢⅠ28 (非)荒 哲 水 1 2 1 S 21
前期 英語ＢⅠ29 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 水 1 2 1 S 22前期 英語 非
前期 英語ＢⅠ43（上級） 村上 雄一 水 1 2 1 S 32
前期 英語ＢⅠ44（基礎）　　 福冨 靖之 水 1 2 1 S 41
後期 英語ＢⅠ11 飯嶋 良太 月 1 2 1 S 43 人間発達文化・共生システム理工学類
後期 英語ＢⅠ12 髙田 英和 月 1 2 1 S 33
後期 英語ＢⅠ13 松浦 浩子 月 1 2 1 S 12
後期 英語ＢⅠ14 (非)荒 哲 月 1 2 1 S 21
後期 英語ＢⅠ15 (非)安藤 勝夫 月 1 2 1 S 31
後期 英語ＢⅠ16 (非)衛藤 安治 月 1 2 1 S 32
後期 英語ＢⅠ17 (非)九頭見 理香 月 1 2 1 S 41
後期 英語ＢⅠ18 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 月 1 2 1 S 22
後期 英語ＢⅠ19 (非)渡邊 真由美 月 1 2 1 S 44
後期 英語ＢⅠ51（上級） (非)レジス・ドラビゾン 月 1 2 1 S 23
後期 英語ＢⅠ52（基礎） (非)長谷川 明子 月 1 2 1 S 42
後期 英語ＢⅠ31 川田 潤 水 1 2 1 S 14 行政政策・経済経営学類
後期 英語ＢⅠ32 吉高神 明 水 1 2 1 S 23
後期 英語ＢⅠ33 久我 和巳 水 1 2 1 S 34
後期 英語ＢⅠ34 (非)長谷川 明子 水 1 2 1 S 42
後期 英語ＢⅠ35 佐々木 俊彦 水 1 2 1 S 33
後期 英語ＢⅠ36 髙木 修一 水 1 2 1 S 43
後期 英語ＢⅠ37 松浦 浩子 水 1 2 1 S 12
後期 英語ＢⅠ38 (非)荒 哲 水 1 2 1 S 21
後期 英語ＢⅠ39 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 水 1 2 1 S 22
後期 英語ＢⅠ53（上級） 村上 雄一 水 1 2 1 S 32
後期 英語ＢⅠ54（基礎） 福冨 靖之 水 1 2 1 S 41
前期 英語ＢⅡ01 (非)長谷川 明子 水 2 2 1 S 42 人間発達文化・共生システム理工学類
前期 英語ＢⅡ02 後藤 史子 水 2 2 1 S 31
前期 英語ＢⅡ03 髙木 修一 水 2 2 1 S 43
前期 英語ＢⅡ04 (非)荒 哲 水 2 2 1 S 21
前期 英語ＢⅡ05 吉高神 明 水 2 2 1 S 23
前期 英語ＢⅡ06 マッカーズランド・フィリップ 水 2 2 1 S 44
前期 英語ＢⅡ07 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 水 2 2 1 S 22
前期 英語ＢⅡ08 (非)ジョン・ティルマント 水 2 2 1 IPC 5
前期 英語ＢⅡ09 福冨 靖之 水 2 2 1 S 41
前期 英語ＢⅡ41（上級） 佐々木 俊彦 水 2 2 1 C 101
前期 英語ＢⅡ42（基礎） 照沼 かほる 水 2 2 1 S 34
前期 英語ＢⅡ21 佐藤 元樹 金 2 2 1 S 42 行政政策・経済経営学類
前期 英語ＢⅡ22 村上 雄一 金 2 2 1 S 21
前期 英語ＢⅡ23 (非)九頭見 理香 金 2 2 1 S 41
前期 英語ＢⅡ24 (非)早川 正信 金 2 2 1 S 33
前期 英語ＢⅡ25 真歩仁 しょうん 金 2 2 1 S 43
前期 英語ＢⅡ26 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 金 2 2 1 S 22
前期 英語ＢⅡ27 (非)ジョン・ティルマント 金 2 2 1 IPC 5
前期 英語ＢⅡ28 (非)レジス・ドラビゾン 金 2 2 1 S 23
前期 英語ＢⅡ29 坂本 恵 金 2 2 1 C 101前期 英語 坂本 恵 金
前期 英語ＢⅡ43（上級） マッカーズランド・フィリップ 金 2 2 1 S 44
前期 英語ＢⅡ44（基礎）　　 久我 和巳 金 2 2 1 S 34
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後期 英語ＢⅡ11 (非)長谷川 明子 水 2 2 1 S 42 人間発達文化・共生システム理工学類
後期 英語ＢⅡ12 後藤 史子 水 2 2 1 S 31
後期 英語ＢⅡ13 髙木 修一 水 2 2 1 S 43
後期 英語ＢⅡ14 (非)荒 哲 水 2 2 1 S 21
後期 英語ＢⅡ15 吉高神 明 水 2 2 1 S 23
後期 英語ＢⅡ16 マッカーズランド・フィリップ 水 2 2 1 S 14
後期 英語ＢⅡ17 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 水 2 2 1 S 22
後期 英語ＢⅡ18 (非)ジョン・ティルマント 水 2 2 1 IPC 5
後期 英語ＢⅡ19 福冨 靖之 水 2 2 1 S 41
後期 英語ＢⅡ51（上級） 佐々木 俊彦 水 2 2 1 S 33
後期 英語ＢⅡ52（基礎） 照沼 かほる 水 2 2 1 S 34
後期 英語ＢⅡ31 佐藤 元樹 金 2 2 1 S 42 行政政策・経済経営学類
後期 英語ＢⅡ32 (非)荒 哲 金 2 2 1 S 32
後期 英語ＢⅡ33 (非)九頭見 理香 金 2 2 1 S 41
後期 英語ＢⅡ34 (非)早川 正信 金 2 2 1 S 33
後期 英語ＢⅡ35 真歩仁 しょうん 金 2 2 1 S 43
後期 英語ＢⅡ36 (非)ロナルド・ブレンド・スコット 金 2 2 1 S 22
後期 英語ＢⅡ37 (非)ジョン・ティルマント 金 2 2 1 IPC 5
後期 英語ＢⅡ38 (非)レジス・ドラビゾン 金 2 2 1 S 23
後期 英語ＢⅡ39 坂本 恵 金 2 2 1 S 35
後期 英語ＢⅡ53（上級） マッカーズランド・フィリップ 金 2 2 1 S 14
後期 英語ＢⅡ54（基礎） 久我 和巳 金 2 2 1 S 34
前期 応用英語Ⅰ (非)ジョン・ティルマント 月 1 3 2 S 34 学類指定なし
前期 応用英語Ⅲ 松浦 浩子 水 2 3 2 LL教室
前期 応用英語Ⅴ 坂本 恵 金 1 3 2 C 101
後期 応用英語Ⅱ (非)ジョン・ティルマント 月 1 3 2 S 34 学類指定なし
後期 応用英語Ⅳ 松浦 浩子 水 2 3 2 S 12
後期 応用英語Ⅵ 坂本 恵 金 1 3 2 S 35
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　　英語以外の外国語

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

グンスケフォンケルン・Ｍ 火 2 1 S 22 主として行政政策・経済経営学類
グンスケフォンケルン・Ｍ 木 2 1 S 22
(非)グンスケフォンケルン・Ｊ 火 2 1 C 102
(非)斎藤 寛 木 2 1 C 102
(非)神子 博昭 火 2 1 S 43
(非)神子 博昭 木 2 1 S 43
(非)グンスケフォンケルン・Ｊ 火 3 1 C 102 主として人間発達文化・共生システム理工学類

(非)斎藤 寛 木 4 1 C 102
グンスケフォンケルン・Ｍ 火 3 1 S 22
グンスケフォンケルン・Ｍ 木 4 1 S 22
高橋 優 火 3 1 S 21
(非)オーバーボイマー・ユルゲン 木 4 1 S 21
グンスケフォンケルン・Ｍ 火 2 1 S 11 主として行政政策・経済経営学類
グンスケフォンケルン・Ｍ 木 2 1 S 11
(非)グンスケフォンケルン・Ｊ 火 2 1 S 35
(非)斎藤 寛 木 2 1 S 35
(非)神子 博昭 火 2 1 S 43
(非)神子 博昭 木 2 1 S 43
(非)グンスケフォンケルン・Ｊ 火 3 1 S 35 主として人間発達文化・共生システム理工学類

(非)斎藤 寛 木 4 1 S 35
グンスケフォンケルン・Ｍ 火 3 1 S 11
グンスケフォンケルン・Ｍ 木 4 1 S 11
高橋 優 火 3 1 S 21
(非)オーバーボイマー・ユルゲン 木 4 1 S 21

前期 ドイツ語中級Ａ グンスケフォンケルン・Ｍ 火 1 2 1 S 22 学類指定なし
前期 ドイツ語中級Ｂ 高橋 優 火 1 2 1 S 21
前期 ドイツ語中級Ｃ (非)オーバーボイマー・ユルゲン 木 3 2 1 S 21
前期 ドイツ語中級Ｄ グンスケフォンケルン・Ｍ 木 3 2 1 S 22
後期 ドイツ語中級Ｅ グンスケフォンケルン・Ｍ 火 1 2 1 S 11 学類指定なし
後期 ドイツ語中級Ｆ 高橋 優 火 1 2 1 S 21

後期 ドイツ語中級Ｇ (非)オーバーボイマー・ユルゲン 木 3 2 1 S 21
後期 ドイツ語中級Ｈ グンスケフォンケルン・Ｍ 木 3 2 1 S 11
前期 ドイツ語上級Ａ 高橋 優 火 2 3 2 S 21 学類指定なし
後期 ドイツ語上級Ｂ 高橋 優 火 2 3 2 S 21 学類指定なし

(非)平手 伸昭 火 2 1 S 32 主として行政政策・経済経営学類
(非)長谷川 明子 木 2 1 S 42
(非)長谷川 明子 火 2 1 S 42
(非)野中 みどり 木 2 1 S 31
(非)寺本 弘子 火 3 1 S 31 主として人間発達文化・共生システム理工学類

前期 フランス語初級ⅠＣ 2

前期 フランス語初級ⅠＡ 2

前期 フランス語初級ⅠＢ 2

後期 ドイツ語初級ⅡＥ 2

後期 ドイツ語初級ⅡＦ 2

後期 ドイツ語初級ⅡＣ 2

後期 ドイツ語初級ⅡＤ 2

後期 ドイツ語初級ⅡＡ 2

後期 ドイツ語初級ⅡＢ 2

前期 ドイツ語初級ⅠＦ 2

前期 ドイツ語初級ⅠＣ 2

前期 ドイツ語初級ⅠＤ 2

前期 ドイツ語初級ⅠＡ 2

前期 ドイツ語初級ⅠＢ 2

前期 ドイツ語初級ⅠＥ 2

(非)寺本 弘子 火 3 1 S 31 主として人間発達文化 共生シ テム理工学類
(非)野中 みどり 木 4 1 S 31
(非)平手 伸昭 火 3 1 S 32
(非)長谷川 明子 木 4 1 S 42
(非)長谷川 明子 火 3 1 S 42
田村 奈保子 木 4 1 LL教室
(非)平手 伸昭 火 2 1 S 32 主として行政政策・経済経営学類
(非)長谷川 明子 木 2 1 S 42
(非)長谷川 明子 火 2 1 S 42
(非)野中 みどり 木 2 1 S 31
(非)寺本 弘子 火 3 1 S 31 主として人間発達文化・共生システム理工学類
(非)野中 みどり 木 4 1 S 31
(非)平手 伸昭 火 3 1 S 32
(非)長谷川 明子 木 4 1 S 42
(非)長谷川 明子 火 3 1 S 42
田村 奈保子 木 4 1 S 13

前期 フランス語中級Ａ (非)寺本 弘子 火 1 2 1 S 31 学類指定なし
前期 フランス語中級Ｂ (非)長谷川 明子 火 1 2 1 S 42
前期 フランス語中級Ｃ (非)レジス・ドラビゾン 木 3 2 1 S 23
前期 フランス語中級Ｄ (非)野中 みどり 木 3 2 1 S 31
後期 フランス語中級Ｅ (非)寺本 弘子 火 1 2 1 S 31 学類指定なし
後期 フランス語中級Ｆ (非)長谷川 明子 火 1 2 1 S 42
後期 フランス語中級Ｇ (非)レジス・ドラビゾン 木 3 2 1 S 23
後期 フランス語中級Ｈ (非)野中 みどり 木 3 2 1 S 31
前期 フランス語上級Ａ 田村 奈保子 木 3 3 2 LL教室 学類指定なし
後期 フランス語上級Ｂ 田村 奈保子 木 3 3 2 S 13 学類指定なし

後期 フランス語初級ⅡＤ 2

後期 フランス語初級ⅡＥ 2

後期 フランス語初級ⅡＢ 2

後期 フランス語初級ⅡＣ 2

前期 フランス語初級ⅠＥ 2

後期 フランス語初級ⅡＡ 2

前期 フランス語初級ⅠＣ 2

前期 フランス語初級ⅠＤ 2
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池澤 實芳 火 2 1 C 101
(非)解 澤春（かい たくしゅん） 木 2 1 C 101
金　敬雄 火 2 1 S 33
(非)伊藤 由美 木 2 1 S 33
(非)何 燕生 火 2 1 S 31
手代木 有兒 木 2 1 S 32
(非)井上 浩一 火 2 1 S 23
池澤 實芳 木 2 1 S 23
手代木 有兒 火 3 1 S 43
(非)伊藤 由美 木 4 1 S 33
池澤 實芳 火 3 1 C 101
(非)解 澤春（かい たくしゅん） 木 4 1 C 101
金　敬雄 火 3 1 S 33
手代木 有兒 木 4 1 S 32
(非)井上 浩一 火 3 1 S 23
金　敬雄 木 4 1 S 23
池澤 實芳 火 2 1 S 14
(非)解 澤春（かい たくしゅん） 木 2 1 S 22
金　敬雄 火 2 1 S 33
(非)伊藤 由美 木 2 1 S 33
(非)何 燕生 火 2 1 S 31
手代木 有兒 木 2 1 S 32
(非)井上 浩一 火 2 1 S 23
池澤 實芳 木 2 1 S 23
手代木 有兒 火 3 1 S 43
(非)伊藤 由美 木 4 1 S 33
池澤 實芳 火 3 1 S 14
池澤 實芳 木 4 1 S 14
金　敬雄 火 3 1 S 33
手代木 有兒 木 4 1 S 32
(非)井上 浩一 火 3 1 S 23
金　敬雄 木 4 1 S 23

前期 中国語中級Ａ 手代木 有兒 火 1 2 1 S 43 学類指定なし
前期 中国語中級Ｂ 金　敬雄 火 1 2 1 S 33
前期 中国語中級Ｃ (非)井上 浩一 火 1 2 1 S 23
前期 中国語中級Ｄ (非)伊藤 由美 木 3 2 1 S 33
前期 中国語中級Ｅ (非)解 澤春（かい たくしゅん） 木 3 2 1 C 101
後期 中国語中級Ｆ 手代木 有兒 火 1 2 1 S 43 学類指定なし
後期 中国語中級Ｇ 金　敬雄 火 1 2 1 S 33
後期 中国語中級Ｈ (非)井上 浩一 火 1 2 1 S 23
後期 中国語中級Ⅰ (非)伊藤 由美 木 3 2 1 S 33
後期 中国語中級Ｊ (非)解 澤春（かい たくしゅん） 木 3 2 1 S 22
前期 中国語上級Ａ 手代木 有兒 木 3 3 2 S 32 学類指定なし
後期 中国語上級Ｂ 手代木 有兒 木 3 3 2 S 32 学類指定なし

吉川宏人 火 2 1 S 44
前期 語初級 主と 行政政策 経済経営学類

後期 中国語初級ⅡＧ 2

後期 中国語初級ⅡＨ 2

後期 中国語初級ⅡＥ 2 主として人間発達文化・共生システム理工学類

後期 中国語初級ⅡＦ 2

後期 中国語初級ⅡＣ 2

後期 中国語初級ⅡＤ 2

後期 中国語初級ⅡＡ 2 主として行政政策・経済経営学類

後期 中国語初級ⅡＢ 2

前期 中国語初級ⅠＧ 2

前期 中国語初級ⅠＨ 2

前期 中国語初級ⅠＥ 2 主として人間発達文化・共生システム理工学類

前期 中国語初級ⅠＦ 2

前期 中国語初級ⅠＣ 2

前期 中国語初級ⅠＤ 2

前期 中国語初級ⅠＡ 2 主として行政政策・経済経営学類

前期 中国語初級ⅠＢ 2

吉川宏人 火 2 1 S 44
吉川宏人 木 2 1 S 44
クズネツォーワ・マリーナ 火 3 1 S 44
吉川宏人 木 4 1 S 44
クズネツォーワ・マリーナ 火 2 1 S 28
吉川宏人 木 2 1 S 28
クズネツォーワ・マリーナ 火 3 1 S 28
吉川宏人 木 4 1 S 28

前期 ロシア語中級Ａ クズネツォーワ・マリーナ 火 1 2 1 S 44 学類指定なし
前期 ロシア語中級Ｂ 吉川宏人 木 3 2 1 S 44
後期 ロシア語中級Ｃ 吉川宏人 火 1 2 1 S 28 学類指定なし
後期 ロシア語中級Ｄ (非)カザンツェワ・ラーダ 木 3 2 1 S 43
前期 ロシア語上級Ａ 吉川宏人 木 1 3 2 S 44 学類指定なし
後期 ロシア語上級Ｂ (非)カザンツェワ・ラーダ 木 4 3 2 S 43 学類指定なし

(非)高田 裕憲 火 2 1 S 34 学類指定なし
(非)高田 裕憲 木 2 1 S 34
(非)高田 裕憲 火 2 1 S 34 学類指定なし
(非)高田 裕憲 木 2 1 S 34

前期 スペイン語中級Ａ (非)高田 裕憲 火 1 2 1 S 34 学類指定なし
前期 スペイン語中級Ｂ (非)須田 明博 木 3 2 1 S 34
後期 スペイン語中級Ｃ (非)高田 裕憲 火 1 2 1 S 34 学類指定なし
後期 スペイン語中級Ｄ (非)須田 明博 木 3 2 1 S 34
前期 スペイン語上級Ａ (非)高田 裕憲 木 3 3 2 S 43 学類指定なし
後期 スペイン語上級Ｂ (非)高田 裕憲 木 3 3 2 S 28 学類指定なし

伊藤 俊介 火 2 1 S 41 主に経済経営学類・行政政策学類
(非)朴 相賢（ぱく さんひょん） 木 2 1 S 41
伊藤 俊介 火 3 1 S 41 主に人間発達文化学類・共生システム理工学類
(非)朴 相賢（ぱく さんひょん） 木 4 1 S 41
伊藤 俊介 火 2 1 S 41 主に経済経営学類・行政政策学類
(非)朴 相賢（ぱく さんひょん） 木 2 1 S 41
伊藤 俊介 火 3 1 S 41 主に人間発達文化学類・共生システム理工学類
(非)朴 相賢（ぱく さんひょん） 木 4 1 S 41

前期 韓国朝鮮語中級Ａ 伊藤 俊介 火 1 2 1 S 41 学類指定なし
前期 韓国朝鮮語中級Ｂ 伊藤 俊介 木 3 2 1 C 103
後期 韓国朝鮮語中級Ｃ 伊藤 俊介 火 1 2 1 S 41 学類指定なし
後期 韓国朝鮮語中級Ｄ 伊藤 俊介 木 3 2 1 S 12
前期 韓国朝鮮語上級Ａ 伊藤 俊介 木 4 3 2 C 103 学類指定なし
後期 韓国朝鮮語上級Ｂ 伊藤 俊介 木 4 3 2 S 12 学類指定なし

井本 亮 火 2 1 S 24 留学生
井本 亮 木 2 1 S 24
井本 亮 火 2 1 S 24 留学生
井本 亮 木 2 1 S 24
井本 亮 火 1 2 S 24 留学生
井本 亮 木 3 2 S 24
井本 亮 火 1 2 S 24 留学生
井本 亮 木 3 2 S 24

前期 日本語Ⅲ 2

後期 日本語Ⅳ 2

前期 日本語Ⅰ 2

後期 日本語Ⅱ 2

後期 韓国朝鮮語初級ⅡＡ 2

後期 韓国朝鮮語初級ⅡＢ 2

前期 韓国朝鮮語初級ⅠＡ 2

前期 韓国朝鮮語初級ⅠＢ 2

前期 スペイン語初級Ⅰ 2

後期 スペイン語初級Ⅱ 2

後期 ロシア語初級ⅡＡ 2 主として行政政策・経済経営学類

後期 ロシア語初級ⅡＢ 2 主として人間発達文化・共生システム理工学類

前期 ロシア語初級ⅠＡ 2 主として行政政策・経済経営学類

前期 ロシア語初級ⅠＢ 2 主として人間発達文化・共生システム理工学類

井本 亮 木 3 2 S 24
前期 日本事情Ⅰ (非)永島 恭子 木 1 1 2 S 24 留学生
後期 日本事情Ⅱ 井本　亮 木 1 1 2 S 24 留学生

後期 日本語
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６．健康・運動科目

　　健康・運動科学実習Ⅰ

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 卓球 小川 宏 月 3 1 1 C 103 人間発達文化学類
前期 ソフトボール (非)高橋 弘彦 月 3 1 1 A 201
前期 バドミントン (非)渡部 琢也 月 3 1 1 S 41
前期 タグラグビー (非)武石 健哉 月 3 1 1 A 202
前期 バスケットボール 中村 民雄 月 3 1 1 S 43
前期 サッカー (非)黒澤 尚 月 3 1 1 A 301
前期 フィットネス (非)岡田 麻紀 月 3 1 1 S 44
前期 バドミントン 安田 俊広 月 2 1 1 C 102 行政政策学類
前期 バレーボール 杉浦 弘一 月 2 1 1 C 103
前期 タグラグビー (非)武石 健哉 月 2 1 1 A 202
前期 サッカー (非)黒澤 尚 月 2 1 1 A 301
前期 ソフトボール (非)高橋 弘彦 月 2 1 1 A 201
前期 バレーボール (非)木次谷 聡 火 3 1 1 A 201 経済経営学類
前期 ゴルフ 川本 和久 火 3 1 1 A 301
前期 テニス 鈴木 裕美子 火 3 1 1 A 203
前期 卓球 菅家 礼子 火 3 1 1 A 202
前期 ソフトボール 中村 民雄 火 3 1 1 S 34
前期 バドミントン 工藤 孝幾 火 3 1 1 C 103
前期 テニス 安田 俊宏 金 3 1 1 C 102 共生システム理工学類
前期 バドミントン 工藤 孝幾 金 3 1 1 C 103
前期 ソフトボール 蓮沼 哲哉 金 3 1 1 A 301
前期 卓球 (非)岡田 麻紀 金 3 1 1 A 201
前期 フィットネス 鈴木 裕美子 金 3 1 1 A 203

　　健康・運動科学実習Ⅱ

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

後期 アルティメット 杉浦 弘一 月 3 1 1 C 101 人間発達文化学類
後期 卓球 (非)加藤 守匡 月 3 1 1 C 103
後期 バレーボール (非)高橋 弘彦 月 3 1 1 A 201
後期 バドミントン (非)沖 和砂 月 3 1 1 S 11
後期 ゴルフ (非)渡部 琢也 月 3 1 1 A 301
後期 テニス 安田 俊宏 月 3 1 1 C 102
後期 ソフトボール 中村 民雄 月 3 1 1 S 43
後期 バドミントン (非)沖 和砂 月 2 1 1 S 11 行政政策学類
後期 サッカー (非)渡部 琢也 月 2 1 1 A 301
後期 卓球 (非)加藤 守匡 月 2 1 1 C 103
後期 バレーボール (非)高橋 弘彦 月 2 1 1 A 201後期 バレ ボ ル (非)高橋 弘彦 月 2 1 1 A 201
後期 テニス 安田 俊広 月 2 1 1 C 102
後期 バレーボール 小川 宏 火 3 1 1 C 102 経済経営学類
後期 卓球 鈴木 裕美子 火 3 1 1 S 12
後期 ソフトボール 中村 民雄 火 3 1 1 S 34
後期 バドミントン 工藤 孝幾 火 3 1 1 C 103
後期 サッカー (非)木次谷 聡 火 3 1 1 A 201
後期 テニス (非)中澤 謙 火 3 1 1 A 301
後期 卓球 鈴木 裕美子 金 3 1 1 S 12 共生システム理工学類
後期 バドミントン 工藤 孝幾 金 3 1 1 C 103
後期 フィットネス (非)岡田 麻紀 金 3 1 1 A 201
後期 アルティメット 杉浦 弘一 金 3 1 1 C 101
後期 バスケットボール (非)川口 鉄二 金 3 1 1 S 13

　　スポーツ実習

開講 科　　　目 担当教員
曜
日

時
限

履修年次 単位 教室 備考

前期 ウエイトトレーニング (非)北野 利雄 月 4 2 1 学類指定なし
前期 リラックスヨガ (非)岡田 麻紀 月 4 2 1
前期 バドミントン (非)木次谷 聡 火 4 2 1
前期 卓球 小川 宏 火 4 2 1
前期 ヒップホップダンス (非)岡田 麻紀 金 4 2 1
後期 ウエイトトレーニング (非)北野 利雄 月 4 2 1 学類指定なし
後期 バドミントン (非)沖 和砂 月 4 2 1
後期 バドミントン (非)木次谷 聡 火 4 2 1
後期 卓球 (非)中澤 謙 火 4 2 1
後期 リラックスヨガ (非)岡田 麻紀 金 4 2 1
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区分 【Ａ】２５年度以前科目名 【Ｂ】２６年度以降科目名 備考

人間を科学する → 人間発達の基礎
（２６年度から開講）

青年と文化 → 文化と科学の基礎
（２６年度から開講）

人間発達専攻
専攻専門科目

情報専門リテラシー
（人間発達：C）

【人間科学クラス】
→ 心理学研究実践法

（２7年度から開講）

文字文化論 → アジア言語文化論Ⅰ
（２７年度から開講）

イスラム文化論 → アジア言語文化論Ⅱ
（２７年度から開講）

物作りと数理科学 → 数理科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
（２８年度以降開講）

自然科学と数理Ⅰ → 実践数理科学
（２６年度から開講）

数をとらえる → 数理科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
（２８年度以降開講）

情報専門リテラシー
（スポーツ・芸術：Ａ)

【スポーツ探求クラス】

情報専門リテラシー
（スポーツ・芸術：Ｂ)

【生涯スポーツクラス】

英語科教材研究 → 英語教材研究
（２７年度から開講）

海外特別演習 → 異文化交流演習
（２７年度から開講）

自然科学と数理Ⅱ → 実験数学
（２８年度以降開講）

【重要】平成２５年度以前入学者対象　専門領域　授業科目対応表

　平成２５年度以前入学者で、「【Ａ】２５年度以前科目名」の授業科目の単位を修得していない者は、
「【Ｂ】２６年度以降科目名」の授業科目を履修し単位を修得すると、「【Ａ】２５年度以前科目名」の
単位を修得したものとみなされます。（「セメスター」欄が斜線となっていても履修できます。）
　なお、成績表には「【Ｂ】２６年度以降科目名」の授業科目名が記載されます。

学群共通科目

　既に「【Ａ】２５年度以前科目名」の単
位を修得した者は、「【Ｂ】２６年度以降
科目名」の授業科目は履修できませ
ん。

（例：「人間を科学する」の単位を修得
した者は、「人間発達の基礎」は履修
できません。）

スポーツ・芸術
創造専攻  専
攻専門科目

→ スポーツ情報分析
（２８年度から開講）

個性形成科目

文化探究専攻
専攻専門科目



―　　―30



―　　―31

H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

基礎演習Ａ ３ 前 月 ５ 菅家　礼子 人２０１演
学習支援クラス　※H31は前火５予
定

基礎演習Ｂ ３ 前 金 ５ 谷　雅泰 人３１５実 教育探究クラス

基礎演習Ｃ ３ 前 木 １ 飛田　操 人２０８演 人間科学クラス

基礎演習Ｄ ３ 前 水 １
鶴巻　正子
髙橋　純一

ＩＰＣ５ 特別支援クラス

基礎演習Ｅ ３ 前 月 ５ 原野　明子 教育セ音リ実 子育て支援クラス

基礎演習Ｆ ３ 前 木 ５
佐藤　元樹
中川　祐治

Ｓ２１
Ｓ２２

言語文化クラス

基礎演習Ｇ ３ 前 木 ５
千葉　養伍
初澤　敏生

人２０７演
人２０８演

地域生活文化クラス

基礎演習Ｈ ３ 前 金 ５ 中田　文憲 人２０７演 数理科学クラス

基礎演習Ｉ ３ 前 金 ３ 小川　宏 人２０８演 スポーツ探求クラス

基礎演習Ｊ ３ 前 金 ３ 杉浦　弘一 理１０２演 生涯スポーツクラス

基礎演習Ｋ ３ 前 木 ２ 新井　浩 教育セ造形室 芸術文化クラス

人間の発達 １
原野　明子

高谷　理恵子
白石　昌子

履修希望者は教務課へ申し出るこ
と。

人間と文化 ２

川田　潤
金谷　昌治
片野　一

佐藤　佐敏

履修希望者は教務課へ申し出るこ
と。

学
類
共
通
科
目

学
類
基
礎
科
目

個性形成科
目として履修
（p.４２参照）

時
　
限

担 当 教 員 名

セメスター 開
講
期

曜
　
日

学類基礎科目（平成26年度以降入学者）・学類共通科目（平成25年度以前入学者）

教　室 備　　考

科
目
区
分
等

授　　業　　科　　目
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

担 当 教 員 名 教　室

備　　考

☆：保育士指定専門科目

開
講
期

科
目
区
分
等

時
　
限

曜
　
日

授　　業　　科　　目

セメスター

人間関係の心理学 ３ ３ 　

５ ５ 前 金 ４ 高谷　理恵子

５

４

中高年の心理学 ５

職業心理学 ４

５ ５ 隔年開講、本年休講

３ ３

５ ５

心理学入門 ２ ２ 後 金 ４ 高谷　理恵子
Ｍ２２

４

４

４

３ ３

心理学基礎実験演習 ５

６ ６ 後 火 ４ 高谷　理恵子 研究室

３

６

３

５

５ ５ 前 木 ２ 生島　浩 Ａ２０３

３

４

●☆

６

５

３

５

３

４

３ ３ ●

３ ３ ●

３ ３ ●

２

６

４ ４ 後 金 ３ 未定 ☆

３ ３ 本年休講

１
教育セ

特別教室
☆

３

３

５

専
 
 
攻
 
 
専
 
 
門
 
 
科
 
 
目

集　　中

集　　中

集　　中

集　　中

集　　中

集　中

集　　中
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

時
　
限

曜
　
日

セメスター
授　　業　　科　　目

備　　考

☆：保育士指定専門科目

教　室
開
講
期

科
目
区
分
等

３

４

４
開講

３ ３
開講

３

４ ４

開講

開講

４

２

３

３

３

４

４ ４

５

１

２ ４

２

１ ３

２ ４

３

４

１ ３

２ ２

１

３ ３

３ 隔年開講

集　　中

集　　中

集　　中

専

攻

専

門

科

目
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

時
　
限

曜
　
日

セメスター
授　　業　　科　　目

備　　考

●：教職登録者適用のCap除外科目
☆：保育士指定専門科目

教　室
開
講
期

科
目
区
分
等

担 当 教 員 名

コンピュータ ５ ５ 前 金 １ 笠井　博則 ＩＰＣ１ ●

確率論・統計学 ６ ６ 後 水 １ （非）安達　隆 Ｓ３５ ●

物理科学Ⅰ ５ ５ 隔年開講、本年休講

物理科学Ⅱ ５ ５ 前 木 ２ 野崎　修司 理１０１演 隔年開講

物質化学Ⅰ ４ ４ 後 木 ３ 村上 正義 理１０１演

物質化学Ⅱ ５ ５ 前 木 ３ 村上 正義 理１０１演

生命環境の科学Ⅰ ５ ５ 前 火 ３ 水澤　玲子 人６１７
（教育開発実習室）

地球惑星の科学Ⅰ ４ ４ 後 木 ４ 平中　宏典 人６１７
（教育開発実習室）

地球惑星の科学Ⅱ ５ ５ 前 火 ４ 平中　宏典 人６１７
（教育開発実習室）

物理科学入門Ⅰ ４ ４ 本年休講

天体の数理科学Ⅰ ５ ５ 本年休講

天体の数理科学Ⅱ ４ ４ 本年休講

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

備　　考時
　
限

科
目
区
分
等

開
講
期

曜
　
日

教　室授　　業　　科　　目

セメスター

４ ４

３ ３

３ ３

１

２

３

４

１

２

３

４

１

２

３

４

１

２

３

３

４

１ １

１

２

５

６

３ ３

４ ４

３

３ ３

４ ４

３

３

２

１

２

３

４

４

専

攻

専

門

科

目

集　中

集　中
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

備　　考時
　
限

科
目
区
分
等

開
講
期

曜
　
日

教　室授　　業　　科　　目

セメスター

１

３

４

１

２

３

４

５

３

４

５

４

５

５ ５

５

６

６

５

３ ３

３ ３

３

４

専

攻

専

門

科

目

集　中
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

曜
　
日

授　　業　　科　　目

科
目
区
分
等

開
講
期

備　　考

●：教職登録者適用のCap除外科目
☆：保育士指定専門科目

セメスター 時
　
限

教　室担 当 教 員 名

多様体の幾何学 ４ ４ 隔年開講、本年休講

トポロジー ４ ４ 後 木 ２ 中田　文憲 Ｃ１０２ 隔年開講

体とガロア理論 ５ ５ 前 月 ４ （非）野田　工 Ｓ３２

関数解析 ６ ６ （非）藤田　景子 隔年開講

物理科学入門Ⅱ ５ ５ 本年休講

生命環境の科学Ⅱ ６ ６ 隔年開講、本年休講

自然科学と数理Ⅱ ５

実験数学 ５ 本年休講

音楽科教育法 ３ ３ 前 火 １ 杉田　政夫 音講室

音楽科教育学Ⅰ ４ ４ 後 月 ４ 杉田　政夫 音講室

音楽科教育学Ⅱ ６ ６ 後 木 ２ 嶋　英治 合奏室

音楽科授業研究 ５ ５ 前 水 ２ 杉田　政夫 音講室

美術科教育法 ４ ４ 後 火 ４ 降籏　孝 造形教室 　

美術科教育学Ⅰ ５ ５ 前 金 ４ 降籏　孝 造形教室 　

美術科教育学Ⅱ ６ ６ 後 火 ５ 降籏　孝 造形教室

美術科授業研究 ５ ５ 前 金 ５ 降籏　孝 造形教室

保健体育科教育法 ４ ４ 後 火 １
森　知高
菅家　礼子

理１０３演

保健体育科教育学Ⅰ ５ ５ 前 火 １
森　知高
菅家　礼子

M２３

保健体育科教育学Ⅱ ６ ６ 後 木 １ 小川　宏 Ｓ２２

保健体育科授業研究 ５ ５ 前 月 ４
森　知高
菅家　礼子

Ｓ３３

２水前５５習演画企ツーポス
小川　宏
蓮沼　哲哉

Ｓ２４

生涯スポーツ実習 5・6 5・6 安田　俊広  

２３Ｓ久和　本川２水後６６習演グンチーコ

１水後６６習演学科康健
杉浦　弘一
安田　俊広

人２０６演

講休年本４４論法方動運

講休年本５５ツーポスと者いが障

学校保健（健康論） ３ ３ 前 火 １ 鈴木　ひろ子
ＡＶ教室

（Ｍ棟３階）
●☆

講休年本５５学養栄ツーポス

●子礼　家菅４金前１１操体

●子美裕　木鈴２木後２２スンダ

１１泳水
杉浦　弘一
蓮沼　哲哉

プール ●

館育体１第広俊　田安２水前７７ツーポスーュニ

●場道剣雄民　村中２火前５３道剣

声楽アンサンブルⅠ ５ ５ 前 木 ４ 今尾　滋 声楽室

声楽アンサンブルⅡ ６ ６ 後 木 ４ 今尾　滋 声楽室

講休年本５５習実ドーボーキ

ピアノアンサンブルⅠ ５ ５ 前 火 ４ 中畑　淳 第２ピアノ室

ピアノアンサンブルⅡ ６ ６ 後 火 ４ 中畑　淳 第２ピアノ室

講開年隔室曲作治昌　谷金２木前５５ルブンサンア楽器

講休年本、講開年隔５５講特器楽弦

講休年本３３講特器楽管

講休年本３３クッジーュミ・ターュピンコ

講休年本６学楽音族民

集　　中

個
　
性
　
形
　
成
　
科
　
目

集　　中

「実験数学」を履修すること（p.27参照）

集　　中
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

曜
　
日

授　　業　　科　　目

科
目
区
分
等

開
講
期

備　　考

●：教職登録者適用のCap除外科目
☆：保育士指定専門科目

セメスター 時
　
限

教　室担 当 教 員 名

ポピュラー音楽論 ５ ５ 本年休講

合唱Ⅰ ３ ３ 前 月 ４ (非）伊藤　勲 音講室 ●隔年開講

合唱Ⅱ ４ ４ 後 月 ２ （非）伊藤　勲 音講室 隔年開講

絵画研究Ⅰ ５ ５ 前 木 ２ 渡邊　晃一 絵画実

絵画研究Ⅱ ６ ６ 後 木 ３ 渡邊　晃一 絵画実

映像メディア論 ３ ３ 隔年開講、本年休講

絵画技法特講 ３ ３ (非）荒井　経 デザ実 隔年開講

彫刻研究Ⅰ ５ ５ 前 火 ２ 新井　浩 彫刻実

彫刻研究Ⅱ ６ ６ 後 火 ２ 新井　浩 彫 塑刻成型室

講休年本、講開年隔５５論理刻彫

講休年本　　　５５Ⅰ究研ンイザデ覚視

講休年本　　　６６Ⅱ究研ンイザデ覚視

工芸デザイン研究Ⅰ ３ ３ （非）浅野　豪 陶芸室 　

工芸デザイン研究Ⅱ ６ ６ 後 金 ２ 片野　一 工芸実習室

５術芸合総

講開年隔演２０１理子保奈　藤加４木前５５育教賞鑑

室教形造行良　藤内３火前７７講特育教術美

講休年本

講休年本

５習演トンメジーネマトンベイ

講休年本５習演スーュデロプトンベイ

一晃　邊渡３３Ⅰ習演画企術芸

１月後６６Ⅱ習演画企術芸

中畑　淳
金谷　昌治
今尾　滋
横島　浩

杉田　政夫

講開年隔子保奈　藤加４４習実館術美

集　　中

集　　中

個
　
性
　
形
　
成
　
科
　
目

集　　中

集　　中



―　　―50

H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

曜
　
日

授　　業　　科　　目

科
目
区
分
等

開
講
期

備　　考

●：教職登録者適用のCap除外科目
☆：保育士指定専門科目

セメスター 時
　
限

教　室担 当 教 員 名

博物館実習 ６
初澤　敏生
渡邊　晃一

平成23年度入学者まで適用

博物館経営論 ３ ３
行政政策学類開講
隔年開講、本年休講

博物館資料論 ３ ３ 後 木 ５ 阿部　浩一 Ｍ２１
行政政策学類開講
隔年開講

博物館情報・メディア論 ３ ３ （非）清水　裕介
行政政策学類開講
隔年開講

博物館学概論 ３ ３
行政政策学類開講
隔年開講、本年休講

地域福祉論 ６ ４ 後 金 ２ （非）松本　喜一 Ｓ３８
行政政策学類開講　平成２６年度入
学者は「３セメ～」

社会福祉論 ３ ３ （非）丹波　史紀

行政政策学類開講
※保育士資格取得者は、本講義が
保育士の単位に使用できないた
め、人間発達文化学類開講科目を
修得すること。

講開類学策政政行４Ｌ平浩　端川２月後４４学会社域地

巳和　我久４木前５５Ⅰ論化文語言
ＡＶ教室

（Ｍ棟３階）
行政政策学類開講

講開類学策政政行２Ｌ恵　本坂４木後６６Ⅱ論化文語言

講開類学策政政行２２Ｍみぐめ　木鈴１金前５５Ⅰ法際国

講開類学策政政行４４Ｓみぐめ　木鈴１金後６６Ⅱ法際国

子保奈　村田２水前５５Ⅰ論化文米欧
ＡＶ教室

（Ｍ棟３階）
行政政策学類開講

講開類学策政政行２Ｌるほか　沼照２木後６６Ⅱ論化文米欧

講開類学策政政行４Ｍ子史　藤後２木前５５Ⅲ論化文米欧

講開類学策政政行１０１Ｃ一雄　上村２水後６６論流交化文際国

講開類学策政政行５３Ｓ朗芳　地菊２水後４４Ⅰ学古考

講開類学策政政行３Ｌ朗芳　地菊２火前５５Ⅱ学古考

２Ｌ則吉　本藤）非（１月前３３論政行方地
行政政策学類開講　平成２６年度入
学者は「６セメ～」

洋俊　刀功２月前５５Ⅰ論治政方地
ＡＶ教室

（Ｍ棟３階）
行政政策学類開講

講開類学策政政行３０１Ｃ洋俊　刀功２水前５５Ⅱ論治政方地

３３Ⅰ学政行
行政政策学類開講
ⅠとⅡを隔年分割開講、本年休講

３Ｌ子保奈　田西４月前３３Ⅱ学政行
行政政策学類開講
ⅠとⅡを隔年分割開講

講開類学策政政行１０２Ａ男一　西今２火前３３論査調会社

講休年本、講開類学策政政行５５Ⅰ論造構活生

講開類学策政政行子悦　葉千）非（５５Ⅱ論造構活生

講開類学策政政行平修　仲）非（３３Ⅰ論造構会社

講休年本、講開類学策政政行５５Ⅱ論造構会社

講開類学営経済経４Ｌ明　神高吉５月後４４論係関際国

２木後６６論会社較比
クズネツォーワ・マ

リーナ
Ｓ１４ 経済経営学類開講

言語コミュニケーション論 ５ ５ 前 木 ４ 松浦　浩子 Ｓ４３ 経済経営学類開講

アジアの社会と思想（中国） ５ ５ 前 木 ３ 池澤　實芳 Ｓ４１ 経済経営学類開講

ヨーロッパの社会と思想（フランス） ６ ６ 後 火 ２ （非）平手　伸昭 Ｓ１２ 経済経営学類開講

ヨーロッパの社会と思想（ロシア） ５ ５ 前 火 １ 吉川　宏人 Ｓ３２ 経済経営学類開講

講開類学営経済経１Ｍ也哲　田真1月後６６論義主本資代現

講開類学営経済経１Ｌ治孝　野佐４月前３３Ⅰ論済経界世

講開類学営経済経３２Ｍ明利　河十１月前５５Ⅱ論済経界世

集　　中

集　　中

集　　中

集　　中

個
　
性
　
形
　
成
　
科
　
目

集　　中
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H26年度以降
入学者

H25年度以前
入学者

曜
　
日

授　　業　　科　　目

科
目
区
分
等

開
講
期

備　　考

●：教職登録者適用のCap除外科目
☆：保育士指定専門科目

セメスター 時
　
限

教　室担 当 教 員 名

線形代数学 ２ ２ 後 木 ３ 中山　明 Ｌ１
共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象

応用解析学 ５ ５ 前 月 １ 笠井　博則 Ｍ２1
共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象

物理学Ⅰ（力学） １ １ 前 木 ３ 山口　克彦 Ｌ３
共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象

物理学Ⅱ（電磁気学） ２ ２ 後 木 ５ 馬塲　一晴 Ｌ１
共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象

統計力学 ５ ５ 前 水 １
山口　克彦
馬塲　一晴

共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象
隔年開講、本年休講

化学Ⅰ（基礎化学） １ １ 前 月 ３ 大山　大　他 Ｌ１
共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象

大気環境科学概論 ４ ４ 後 火 ２ 渡邊　明 Ｍ２２
共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象

サウンドスケープ ５ ５ 前 火 ２ 永幡　幸司
ＡＶ教室

（Ｍ棟３階）
共生システム理工学類開講（新カリ）
平成２１年度以降入学者対象

個
　
性
　
形
　
成
　
科
　
目
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H26年度
以降
入学者

H25年度
以前
入学者

サイコロジーナウ 4 4 2 飛田　操 人間発達専攻専門科目で開講

英語科教育学Ⅱ 6 6 2 佐久間　康之 個性形成科目として開講

英語学演習I 4 4 2 （非）衛藤 安治 文化探究専攻専門科目で開講

英語学演習II 5 5 2 （非）衛藤 安治 文化探究専攻専門科目で開講

英語学演習III 4 4 2 佐藤　元樹 文化探究専攻専門科目で開講

英語学演習IV 5 5 2 佐藤　元樹 文化探究専攻専門科目で開講

英語学演習V 4 4 2 朝賀 俊彦 文化探究専攻専門科目で開講

英語学演習VI 5 5 2 朝賀 俊彦 文化探究専攻専門科目で開講

英米文学演習I 5 5 2 川田　潤 文化探究専攻専門科目で開講

英米文学演習II 4 6 2 川田　潤 文化探究専攻専門科目で開講

英米文学演習III 5 5 2 髙田　英和 文化探究専攻専門科目で開講

英米文学演習IV 4 6 2 髙田　英和 文化探究専攻専門科目で開講

英米文学演習V 5 5 2 飯嶋　良太 文化探究専攻専門科目で開講

英米文学演習VI 4 6 2 飯嶋　良太 文化探究専攻専門科目で開講

英語科教育学Ⅰ 5 5 2 髙木　修一 個性形成科目として開講

瀧口　和也

解析学Ⅳ 5 5 2 文化探究専攻専門科目で開講，本年休講

微分方程式 5 5 2 文化探究専攻専門科目で開講

幾何学Ⅲ 4 4 2 中田　文憲 文化探究専攻専門科目で開講

体とガロア理論 5 5 2 （非）野田　工 個性形成科目として開講

美術史Ⅰ 4 4 2 加藤　奈保子 スポーツ・芸術創造専攻専門科目で開講

幼児心理資料講読 5 5 2 原野　明子 人間発達専攻で開講

教育学外書講読 5 5 2 人間発達専攻で開講

言語文化特殊研究 5 5 2 飯嶋　良太 文化探究専攻で開講

生活科学文化論 5 5 2
千葉　養伍
千葉　桂子
角間　陽子

文化探究専攻で開講

哲学外書講読 5 5 2 小野原　雅夫 文化探究専攻で開講

西洋史外書講読 5 5 2 鍵和田　賢 文化探究専攻で開講

音楽を考える 6 6 2 杉田　政夫 スポーツ・芸術創造専攻で開講

スポーツと健康を考えるⅠ 5 5 2 杉浦　弘一 スポーツ・芸術創造専攻で開講

スポーツと健康を考えるⅡ 6 6 2 安田　俊広 スポーツ・芸術創造専攻で開講

※科目の追加・変更があった場合は別途掲示する。

開講する専攻また
は個性形成科目の
欄参照

受講者決定後開講
方法等指示する。

 英語特修プログラム専門科目

専門英語演習　Ａ・Ｂ

専門英語
演習A

専門英語
演習B

セメスター

区分 授　業　科　目
単
位
数

授業日時 担当教員名 備　　考
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大 学 院 授 業 科 目 

 
（根拠規定：人間発達文化研究科規程第７条別表１ 開設授業科目） 
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ミドル・
リーダー
養成

ミドル・リー
ダー

現職 現職 学卒

道徳科授業の理論と実践 2 1 前 木 5 ○ ○ 松下行則 人315

生活科・総合的な学習の時間に関
する理論と実践

2 1 後 月 5 ○ ○
野崎修司
宗形潤子

人316

インクルーシブ教育システムと障害
理解教育の実践

2 * 1 前 木 5 髙橋純一（兼） 人317

障害児に対する実践的指導方法の
事例研究

2 * 1 後 月 3 内田千代子 人318

障害児に対する実践的指導方法の
実際

2 * 1 前 木 4 鶴巻正子 研究室他

応用行動分析学からみた知的障害
教育の事例と実践

2 * 1 後 月 5 鶴巻正子 研究室他

自立活動の事例と実践 2 * 1 前 月 4 大関彰久 研究室他

病弱児教育の事例と実践 2 * 1 後 月 7 内田千代子 人315

長期インターンシップⅠ 4 1 ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

長期インターンシップⅡ 6 1 ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

教職専門実習Ⅰ 2 1 ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

教職専門実習Ⅱ 3 1 ◎ ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

学校支援実習Ⅰ 2 1 ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

学校支援実習Ⅱ 3 1 ◎ ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

教育実践高度化実習 6 2 ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

学校課題対応実習 4 2 ◎ ◎
教員全員

（一部を除く）
連携協力校等

選
択
領
域

○ ○

○ ○

必選別

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

学
校
に
お
け
る
実
習
領
域

◎

◎

◎

◎

10

10

10

◎

科目
区分

授業科目名
修了
要件

単
位
数

特
支
免

履
修
学
年

開
講
期

曜
日

時
限

担当教員 教室 備考

コース

教育実践高
度化

特別支援教育高度化

現職 現職 学卒
教育実践高

度化

特
別
支
援
教
育
高
度
化

コ
ー
ス
は
共
通
し
て

6
単

教育実践高度化プロジェクト研究Ⅰ 2 1 教員全員 人315

教育実践高度化プロジェクト研究Ⅱ 2 1 教員全員 人315

教育実践高度化プロジェクト研究Ⅲ 2 2 教員全員 人315

教育実践高度化プロジェクト研究Ⅳ 2 2 教員全員 人315

学校課題対応プロジェクト研究Ⅰ 2 1 ◎ 教員全員 人315

学校課題対応プロジェクト研究Ⅱ 2 1 ◎ 教員全員 人315

学校課題対応プロジェクト研究Ⅲ 2 2 ◎ 教員全員 人315

学校課題対応プロジェクト研究Ⅳ 2 2 ◎ 教員全員 人315

特別支援教育実践プロジェクト研究Ⅰ 2 * 1 ◎ ◎ ◎ 教員全員 人315

特別支援教育実践プロジェクト研究Ⅱ 2 * 1 ◎ ◎ ◎ 教員全員 人315

特別支援教育実践プロジェクト研究Ⅲ 2 * 2 ◎ ◎ ◎ 教員全員 人315

特別支援教育実践プロジェクト研究Ⅳ 2 * 2 ◎ ◎ ◎ 教員全員 人315

合　　計 ◎必修、　○選択必修（空欄の科目も履修可能）46

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
領
域

◎ ◎

◎ ◎

◎

◎ ◎

88

◎
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教　室 備　考

専攻
共通
科目

地域文化創造特論 1 2 前 水 1 ○
小野原　雅夫
初澤　敏生

未　定
人２０６演

人間発達支援コミュニティⅠ 1 1 前 月 ３ ○
原野　明子

高谷　理恵子
髙橋　純一

人２０７演

人間発達支援コミュニティⅡ 2 1 前 月 ３ ○
原野　明子

高谷　理恵子
髙橋　純一

人２０７演  

教育心理学特論演習 1 4 通 火 4 △ 住吉　チカ 研究室

認知教育方法特論 1 2 前 火 3 △ 住吉　チカ 研究室 　

認知教育方法特論演習 1 4 通 水 1 △ 住吉　チカ 研究室

進路指導の心理特論 1 2 前 月 2 △ 五十嵐　敦 研究室

進路指導の心理特論演習Ⅰ 1 4 通 月 4 △ 五十嵐　敦 研究室

進路指導の心理特論演習Ⅱ 1 4 通 土 1 △ 五十嵐　敦 研究室

発達心理学特論 １ ２ 前 木 ４ △ 木暮　照正 研究室

発達心理学特論演習Ⅰ 1 4 通 水 2 △ 木暮　照正 研究室

発達心理学特論演習Ⅱ 1 4 通 木 ３ △ 木暮　照正 研究室

乳幼児・小学生の心理学特論 1 2 後 火 3 △ 高谷　理恵子 研究室

乳幼児・小学生の心理学特論演習Ⅰ 1 4 通 火 1 △ 高谷　理恵子 研究室

乳幼児・小学生の心理学特論演習Ⅱ 1 4 通 火 5 △ 高谷　理恵子 研究室

中学生・高校生の心理学特論 1 2 前 火 1 △ 富永　美佐子 研究室

中学生・高校生の心理学特論演習 1 4 通 土 2 △ 富永　美佐子 研究室

人間理解特論 1 2 前 水 5 △ 富永　美佐子 研究室

人間理解特論演習 1 4 通 火 2 △ 富永　美佐子 研究室

集団の心理特論 1 2 前 月 １ △ 飛田　操 研究室

集団の心理特論演習Ⅰ 1 4 通 金 1 △ 飛田　操 研究室

集団の心理特論演習Ⅱ 1 4 通 金 2 △ 飛田　操 研究室

障害学特論Ⅰ 1 2 前 金 3 △ 髙橋　純一 研究室

障害学特論Ⅱ 1 2 前 火 4 △ 髙橋　純一 研究室

障害学特論Ⅲ 1 2 後 金 3 △ 髙橋　純一 研究室

幼児教育学特論 1 2 前 月 5 △ 保木井　啓史 研究室

幼児教育学特論演習Ⅰ 1 4 通 水 1 △ 保木井　啓史 研究室

幼児教育学特論演習Ⅱ 1 4 通 水 2 △ 保木井　啓史 研究室

幼児心理学特論 1 2 後 月 4 △ 原野　明子 研究室

幼児心理学特論演習Ⅰ 1 4 通 金 1 △ 原野　明子 研究室

幼児心理学特論演習Ⅱ 1 4 通 月 2 △ 原野　明子 研究室

地域文化創造専攻　人間発達支援領域

領域
共通
科目

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教　室 備　考

幼児教育内容特論 1 2 前 火 2 △ 白石　昌子 研究室

幼児教育内容特論演習Ⅰ 1 4 通 火 4 △ 白石　昌子 研究室

幼児教育内容特論演習Ⅱ 1 4 通 火 3 △ 白石　昌子 研究室

幼稚園実践研究 1 2 前 火 1 △
原野　明子
白石　昌子

保木井　啓史

総教セ
幼心実

プロジェクト実践研究Ⅰ 1 1 後 △ 全教員 研究室

プロジェクト実践研究Ⅱ 2 1 前 △ 〃 〃 　

課題研究Ⅰ 1 2 前 ○ 全教員 研究室

課題研究Ⅱ 2 2 前 ○ 〃 〃 　

専門演習Ⅰ 1 2 後 ○ 全教員 研究室

専門演習Ⅱ 2 2 後 ○ 〃 〃 　

課
題
研
究

専
門
演
習

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教　室 備　考

専攻
共通
科目

地域文化創造特論 1 2 前 水 1 ○
小野原　雅夫
初澤　敏生

未　定
人２０６演

日英言語文化コミュニティⅠ 1 1 前 金 5 ○ 中川　祐治 人５０２

日英言語文化コミュニティⅡ 2 1 前 金 5 ○ 中川　祐治 人５０２

日本語史特論 1 2 前 木 3 △ 中川　祐治 研究室

日本語史特論演習 1 4 通 金 3 △ 中川　祐治 研究室

日本語教育特論 1 2 前 金 4 △ 中川　祐治 研究室

日本語教育特論演習 1 4 通 木 2 △ 中川　祐治 研究室

現代日本語特論 1 2 前 月 5 △ 半沢　康 研究室

現代日本語特論演習 1 4 通 月 4 △ 半沢　康 研究室

地域言語特論 1 2 前 水 2 △ 半沢　康 研究室

地域言語特論演習 1 4 通 水 3 △ 半沢　康 研究室

日本近代文学特論 1 2 後 金 2 △ 高橋　由貴 研究室

日本近代文学特論演習 1 4 通 金 ５ △
（非）森岡　卓司

高橋　由貴
研究室

比較言語文化特論 1 2 後 火 1 △ 高橋　由貴 研究室

比較言語文化特論演習 1 4 通 月 5 △ 高橋　由貴 研究室

日本古典文学特論 1 2 前 月 2 △ 井実　充史 研究室

日本古典文学特論演習 1 4 通 木 5 △ 井実　充史 研究室

日本言語文化史特論 1 2 後 月 1 △ 井実　充史 研究室

日本言語文化史特論演習 1 4 通 火 3 △ 井実　充史 研究室

日中比較文学特論 1 2 △ 未定 研究室

日中比較文学特論演習 1 4 △ 未定 研究室

伝統言語文化特論 1 2    △ 未定 研究室

伝統言語文化特論演習 1 4    △ 未定 研究室

中国文化特論 1 2 前 月 5 △ 澁澤　尚 研究室

中国文化特論演習 1 4 通 火 5 △ 澁澤　尚 研究室

中国思想特論 1 2 前 火 4 △ 澁澤　尚 研究室

中国思想特論演習 1 4 通 木 4 △ 澁澤　尚 研究室

英語意味論特論 1 2 前 火 4 △ 佐藤　元樹 研究室

英語意味論特論演習 1 2 後 火 4 △ 佐藤　元樹 研究室

英語意味研究Ⅰ 1 2 △ 佐藤　元樹 研究室 本年休講

英語意味研究Ⅱ 1 2 後 木 ４ △ 佐藤　元樹 研究室

地域文化創造専攻　日英言語文化領域

領域
共通
科目

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教　室 備　考

英語構造論特論 1 2 前 金 4 △ 朝賀　俊彦 研究室

英語構造論特論演習 1 2 後 金 4 △ 朝賀　俊彦 研究室

英語構造研究Ⅰ 1 2 後 金 3 △ 朝賀　俊彦 研究室

英語構造研究Ⅱ 1 2 △ 研究室 本年休講

英語語彙論特論 1 2 △ 未定 研究室

英語語彙論特論演習 1 2 △ 未定 研究室

英語語彙研究Ⅰ 1 2 △ 未定 研究室

英語語彙研究Ⅱ 1 2 △ 未定 研究室

外国語教授学特論 1 2 後 水 2 △ 髙木　修一 研究室

初期近代英米文学特論 1 2 前 木 1 △ 川田　潤 研究室

初期近代英米文学特論演習 1 2 後 木 1 △ 川田　潤 研究室

初期近代英米文化研究Ⅰ 1 2 △ 研究室 本年休講

初期近代英米文化研究Ⅱ 1 2 後 木 2 △ 川田　潤 研究室

近代英米文学特論 1 2 前 火 4 △ 髙田　英和 研究室

近代英米文学特論演習 1 2 後 火 4 △ 髙田　英和 研究室

近代英米文化研究Ⅰ 1 2 △ 研究室 本年休講

近代英米文化研究Ⅱ 1 2 後 木 3 △ 髙田　英和 研究室

現代英米文学特論 1 2 前 火 1 △ 飯嶋　良太 研究室

現代英米文学特論演習 1 2 後 火 1 △ 飯嶋　良太 研究室

現代英米文化研究Ⅰ 1 2 △ 研究室 本年休講

現代英米文化研究Ⅱ 1 2 後 水 3 △ 飯嶋　良太 研究室

外国文化特論 1 2 前 火 4 △ 高橋　優 研究室

外国文化特論演習 1 2 後 火 4 △ 高橋　優 研究室

外国文化研究Ⅰ 1 2 通 金 3 △ 高橋　優 研究室

外国文化研究Ⅱ 1 2 △ 研究室 本年休講

※国語科教育特論Ⅰ 1 2 後 火 2 △ 佐藤　佐敏 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※英語科教育特論Ⅰ 1 2 前 火 3 △ 髙木　修一 研究室
隔年開講
平成２９年度以降入学者対象

※英語科教育特論Ⅱ 1 2 前 木 1 △ 佐久間　康之 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※国語科カリキュラム特論演習Ⅰ 1 2 後 火 5 △ 佐藤　佐敏 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※英語科カリキュラム特論演習Ⅰ 1 2 △ 研究室
隔年開講、本年休講
平成２９年度以降入学者対象

※英語科カリキュラム特論演習Ⅱ 1 2 後 火 3 △ 佐久間　康之 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※国語科教育実践研究Ⅰ 1 2 △ 研究室
隔年開講、本年休講
平成２９年度以降入学者対象

※国語科教育実践研究Ⅱ 1 2 前 水 2 △ 佐藤　佐敏 研究室
隔年開講
平成２９年度以降入学者対象

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教　室 備　考

※英語科教育実践研究Ⅰ 1 2 △ 研究室
隔年開講、本年休講
平成２９年度以降入学者対象

※英語科教育実践研究Ⅱ 1 2 前 火 5 △
佐久間　康之
髙木　修一

研究室
隔年開講
平成２９年度以降入学者対象

プロジェクト実践研究Ⅰ 1 1 後 △ 全教員 研究室

プロジェクト実践研究Ⅱ 2 1 前 △ 〃 〃 　

課題研究Ⅰ 1 2 前 ○ 全教員 研究室

課題研究Ⅱ 2 2 前 ○ 〃 〃 　

専門演習Ⅰ 1 2 後 ○ 全教員 研究室

専門演習Ⅱ 2 2 後 ○ 〃 〃 　

注）※印の科目は、Ｈ２９以降入学者のみ受講可

専
門
演
習

課
題
研
究

専
攻
専
門
科
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教　室 備　考

専攻
共通
科目

地域文化創造特論 1 2 前 水 1 ○
小野原　雅夫
初澤　敏生

未　定
人２０６演

地域生活文化コミュニティⅠ 1 1 前 金 4 ○ 中村　洋介 人２０６演

地域生活文化コミュニティⅡ 2 1 前 金 4 ○ 中村　洋介 人２０６演 　

日本社会文化史特論 1 2 前 木 1 △ 小松　賢司
歴史

準備室

日本地域生活史特論演習 1 2 後 木 1 △ 小松　賢司
歴史

準備室

ヨーロッパ社会文化史特論 1 2 前 金 2 △ 鍵和田　賢
社会科
資料室

ヨーロッパ地域生活史特論演習 1 2 後 金 2 △ 鍵和田　賢
社会科
資料室

アジア社会文化史特論 1 2 △ 人６１２ 隔年開講、本年休講

アジア地域生活史特論演習 1 2 前 水 3 △ （非）三田　辰彦 人６１２ 隔年開講

風土と生活特論 1 2 前 金 2 △ 中村　洋介
地理学
実習室

環境地理学特論演習 1 2 後 火 3 △ 中村　洋介
地理学
実習室

地域と文化特論 1 2 前 金 1 △ 初澤　敏生
地理学
実習室

地域振興とまちづくり特論演習 1 2 後 月 1 △ 初澤　敏生
地理学
実習室

人間と社会の地理学特論 1 2 前 △ （非）瀬戸　真之
地理学
実習室

農業と農村の地理学特論演習 1 2 △
地理学
実習室

本年休講

異文化共生の政治学特論演習 1 2 △
社会科
資料室

隔年開講、本年休講

社会思想史特論 1 2 前 月 2 △ （非）伊藤　宏之
社会科
資料室

隔年開講

現代の地域経済特論 1 2 前 月 2 △ 小島　彰 研究室

経済学特論演習 1 2 後 水 2 △ 小島　彰 研究室

コミュニティ文化特論 1 2 前 月 4 △ 牧田　実 研究室

コミュニティ形成特論演習 1 2 後 月 4 △ 牧田　実 研究室

人間理解の哲学特論 1 2 △ 人６１２ 隔年開講、本年休講

知識の哲学特論 1 2 前 木 3 △ （非）佐藤　恒徳 人６１３ 隔年開講

人間開発の倫理学特論 1 2 前 水 2 △ 小野原　雅夫 研究室

共生の倫理学特論演習 1 2 後 水 2 △ 小野原　雅夫 研究室

食品科学特論 1 2 前 水 2 △ 千葉　養伍 研究室

食物学研究 1 2 後 木 2 △ 千葉　養伍 研究室

食生活特論 1 2 前 木 1 △ 中村　恵子 研究室

食生活支援研究 1 2 後 水 1 △ 中村　恵子 研究室

衣生活特論 1 2 前 水 2 △ 千葉　桂子 研究室

衣生活支援研究 1 2 後 水 2 △ 千葉　桂子 研究室

地域文化創造専攻　地域生活文化領域

領域
共通
科目

集中

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教　室 備　考

住生活特論 1 2 前 月 2 △ 未　　定 研究室

住環境とまちづくり特論演習 1 2 後 金 3 △ 未　　定 研究室

※家庭科教育特論 1 2 前 月 2 △ 角間　陽子 人210-2 平成２９年度以降入学者対象

※家庭科カリキュラム特論演習 1 2 後 火 2 △ 角間　陽子 人210-2 平成２９年度以降入学者対象

※家庭科教育実践研究 1 2 前 水 2 △ 角間陽子　他 人210-2 平成２９年度以降入学者対象

生涯生活マネジメント特論 1 2 △ 人210-2 隔年開講、本年休講

※社会科教育特論 1 2 △ 未　　定
社会科
資料室

平成２９年度以降入学者対象

※社会科カリキュラム特論演習 1 2 後 火 3 △ 未　　定 平成２９年度以降入学者対象

※社会科教育実践研究 未　　定 平成２９年度以降入学者対象

プロジェクト実践研究Ⅰ 1 1 後 △ 全教員

プロジェクト実践研究Ⅱ 2 1 前 △ 〃 　

課題研究Ⅰ 1 2 前 ○ 全教員

課題研究Ⅱ 2 2 前 ○ 〃 　

専門演習Ⅰ 1 2 後 ○ 全教員

専門演習Ⅱ 2 2 後 ○ 〃 　

注）※印の科目は、Ｈ２９以降入学者のみ受講可

専
門
演
習

課
題
研
究

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教室 備考

専攻
共通
科目

地域文化創造特論 1 2 前 水 1 ○
小野原　雅夫
初澤　敏生
未　定

人２０６演

スポーツ健康科学コミュニティⅠ 1 1 前 金 3 ○ 小川　宏

スポーツ健康科学コミュニティⅡ 2 1 前 金 3 ○ 小川　宏 　

身体教育とスポーツ文化特論 1 2 前 火 4 △ 小川　宏 研究室

現代スポーツ特論演習 1 2 後 水 1 △ 小川　宏 研究室

身体観と身体技法特論 1 2 前 木 4 △ 中村　民雄 研究室

身体文化史研究 1 2 後 木 4 △ 中村　民雄 研究室

運動学習と人間発達特論 1 2 前 水 2 △ 工藤　孝幾 研究室

運動心理学特論演習 1 2 後 水 2 △ 工藤　孝幾 研究室

スポーツ社会政策特論 1 2 前 火 1 △ 蓮沼　哲哉 研究室

スポーツクラブマネジメント特論演習 1 2 後 火 1 △ 蓮沼　哲哉 研究室

スポーツ医科学特論 1 2 前 木 3 △ 杉浦　弘一 研究室

健康科学と運動処方特論 1 2 後 木 3 △ 杉浦　弘一 研究室

運動発達のバイオメカニクス特論 1 2 △ 未定

発達と加齢の運動学特論 1 2 △ 未定

運動とライフサイエンス特論 1 2 前 金 4 △ 安田　俊広 研究室

健康指導特論演習 1 2 後 金 4 △ 安田　俊広 研究室

ボールゲーム指導特論 1 2 未定

スポーツ運動の分析特論演習 1 2 未定

舞踊教育特論 1 2 前 月 1 △ 鈴木　裕美子 研究室

舞踊表現特論演習 1 2 後 月 1 △ 鈴木　裕美子 研究室

コーチング特論 1 2 △ 未定 研究室

メンタルトレーニング特論演習 1 2 △ 未定 研究室

スポーツトレーニング特論 1 2 前 金 4 △ 川本　和久 研究室

トレーニング実践特論演習 1 2 後 金 4 △ 川本　和久 研究室

※保健体育科教育特論Ⅰ 1 2 前 火 3 △ 森　知高 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※保健体育科教育特論Ⅱ 1 2 前 木 1 △ 菅家　礼子 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※保健体育科カリキュラム特論演習Ⅰ 1 2 後 火 3 △ 森　知高 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※保健体育科カリキュラム特論演習Ⅱ 1 2 後 木 1 △ 菅家　礼子 研究室 平成２９年度以降入学者対象

地域文化創造専攻　スポーツ健康科学領域

領域
共通
科目

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教室 備考

※保健体育科教育実践研究Ⅰ 1 2 △ 研究室
隔年開講、本年休講
平成２９年度以降入学者対象

※保健体育科教育実践研究Ⅱ 1 2 前 金 1 △
森　知高

菅家　礼子
研究室

隔年開講
平成２９年度以降入学者対象

プロジェクト実践研究Ⅰ 1 1 後 △ 全教員

プロジェクト実践研究Ⅱ 2 1 前 △ 〃 　

課題研究Ⅰ 1 2 前 ○ 全教員

課題研究Ⅱ 2 2 前 ○ 〃 　

専門演習Ⅰ 1 2 後 ○ 全教員

専門演習Ⅱ 2 2 後 ○ 〃 　

注）※印の科目は、Ｈ２９以降入学者のみ受講可

専
門
演
習

課
題
研
究

専
攻
専
門
科
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教室 備考

専攻
共通
科目

地域文化創造特論 1 2 前 水 1 ○
小野原　雅夫
初澤　敏生

未　定
人２０６演

芸術文化コミュニティⅠ 1 1 前 月 3 ○ 加藤　奈保子 音講室

芸術文化コミュニティⅡ 2 1 前 月 3 ○ 加藤　奈保子 音講室

現代ピアノ演奏演習 1 2 前 木 4 △ 中畑　淳
第2ピアノ

室

ピアノ演奏特論演習 1 2 後 木 4 △ 中畑　淳
第2ピアノ

室

鍵盤楽器特論演習 2 2 前 木 3 △ 中畑　淳
第2ピアノ

室
　

現代器楽演奏演習 1 2 前 火 3 △ 金谷　昌治 作曲室

器楽演奏特論演習 1 2 後 火 3 △ 金谷　昌治 作曲室

器楽アンサンブル特論演習 2 2 前 月 4 △ 金谷　昌治 合奏室 　

現代声楽演奏特論演習 1 2 前 金 5 △ 今尾　滋 声楽室

声楽演奏特論演習 1 2 後 金 5 △ 今尾　滋 声楽室

オペラ特論演習 2 2 前 木 3 △ 今尾　滋 声楽室 　

音楽メディア創造演習 1 2 前 火 5 △ 横島　浩 作曲室

作曲特論演習 1 2 後 火 5 △ 横島　浩 作曲室

現代指揮法演習 1 2 後 金 1 △ 横島　浩 合奏室 　

音楽文化特論 1 2 前 金 3 △ （非）平田　公子 作曲室

音楽文化特論演習 1 2 後 金 3 △ （非）平田　公子 作曲室

音楽学演習 2 2 前 木 5 △ （非）平田　公子 作曲室 　

現代文化と絵画特論 1 2 前 金 2 △ 渡邊　晃一 研究室

現代文化と絵画特論演習Ⅰ 1 4 通 水 3 △ 渡邊　晃一 研究室

現代文化と絵画特論演習Ⅱ 2 2 後 木 5 △ 渡邊　晃一 研究室

環境と彫刻特論 1 2 後 月 3 △ 新井　浩 研究室

環境と彫刻特論演習Ⅰ 1 4 通 金 3 △ 新井　浩 研究室

環境と彫刻特論演習Ⅱ 2 2 前 金 2 △ 新井　浩 彫刻室

社会とデザイン特論 1 2 △ 未定 研究室 本年休講

社会とデザイン特論演習Ⅰ 1 4 △ 未定 研究室 本年休講

社会とデザイン特論演習Ⅱ 2 2 △ 未定 研究室 本年休講

生活と工芸特論 1 2 前 月 2 △ 未定 研究室

生活と工芸特論演習Ⅰ 1 4 通 火 3 △ 未定 研究室

生活と工芸特論演習Ⅱ 2 2 後 火 3 △ 未定 研究室

日本美術史特論 1 2 後 火 2 △ 加藤　奈保子 研究室

西洋美術史特論 1 2 前 火 2 △ 加藤　奈保子 研究室

※音楽科教育特論 1 2 前 火 4 △ 杉田　政夫 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※美術科教育特論 1 2 前 火 1 △ 内藤　良行 研究室 平成２９年度以降入学者対象

地域文化創造専攻　芸術文化領域

領域
共通
科目

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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科目
区分

授　業　科　目　名

履
修
学
年

単
位
数

開
講
期

曜
日

時
限

必
選
別

担当教員 教室 備考

※音楽科カリキュラム特論演習 1 2 後 月 5 △ 杉田　政夫 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※美術科カリキュラム特論演習 1 2 後 水 1 △ 内藤　良行 研究室 平成２９年度以降入学者対象

※音楽科教育実践研究Ⅰ 1 2 △
音楽棟
作曲室

隔年開講、本年休講
平成２９年度以降入学者対象

※音楽科教育実践研究Ⅱ 1 2 前 月 5 △ 杉田　政夫
音楽棟
作曲室

隔年開講
平成２９年度以降入学者対象

※美術科教育実践研究Ⅰ 1 2 △ 研究室
隔年開講、本年休講
平成２９年度以降入学者対象

※美術科教育実践研究Ⅱ 1 2 前 火 2 △
三浦　浩喜
内藤　良行

研究室
隔年開講
平成２９年度以降入学者対象

プロジェクト実践研究Ⅰ 1 1 後 △ 全教員

プロジェクト実践研究Ⅱ 2 1 前 △ 〃 　

課題研究Ⅰ 1 2 前 ○ 全教員

課題研究Ⅱ 2 2 前 ○ 〃 　

専門演習Ⅰ 1 2 後 ○ 全教員

専門演習Ⅱ 2 2 後 ○ 〃 　

注）※印の科目は、Ｈ２９以降入学者のみ受講可

課
題
研
究

専
門
演
習

専
　
攻
　
専
　
門
　
科
　
目
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80－　　－

・共通領域担当
・教務情報担当
・ふくしま未来学推進室事務
　局 (ＣＯＣ担当 )
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経

Ｓ－３５
（８０人）

Ｓ－３２
（８０人） Ｓ－３１

（８０人）
Ｓ－３８
（８０人）

階段

Ｓ－３７
（８０人） Ｓ棟４階

Ｓ棟３階
ＥＶ

Ｓ－４２
（８０人）

行政政策学類掲示板▲
ＥＶ Ｓ棟２階

Ｓ－２３
（７８人）

現代教養ｺｰｽ
掲示板

　▲共生ｼｽﾃﾑ
　　 理工学類掲示板

▲就職掲示板

ＥＶ

Ｓ－４３
（７８人）

階段

Ｓ－４４
（９０人）

ＷＣ
男

Ｓ－２２
（８０人）

共
通
領
域
関

係
掲
示
板 Ｓ－２１

（８０人）
就職支援課

階段

Ｓ－４１
（８０人）

Ｓ－３３
（７８人）

Ｓ－３６
（８０人）

Ｓ－３４
（８０人）

ＷＣ
女

ＷＣ
男

階
段

M-２４
（１６３人）

M-２１
（１６４人）
階段教室

AV教室
（１３３人）

Ｍ棟２階

Ｓ－２４
（３６人）

文書庫
ＷＣ
女

ＷＣ
男

非常勤
講師控室

副学長室
（教育）

教務担
当窓口

（教務課）

階段

LL教室
（６０人）

M-２２
（１６４人）
階段教室

WC
女

準備室WC
男 WC　女 WC　男

階段

Ｓ
棟
Ｍ
棟

連
絡
橋

Ｍ棟３階

階
段

階
段

ＥＶ ＥＶ

M-２３
（１６３人）

経済経営学類棟へ

Ｓ－１２
（８０人） Ｓ－１1

（８０人）

国際交流
センター
事務室

階段

学生課

大学会館へ

ＥＶ 課外準備室

階段

Ｓ－１３
（５８人）

Ｓ－１４
（８０人）

ＷＣ
女

ＷＣ
男

ＷＣ
(多目的)

第１
相談室

階
段

階
段

L-４
（３６２人）
階段教室

M-４
（１６３人）

M-１
（１６４人）
階段教室

証明書自
動発行機 Ｍ棟１階

第２
相談室

Ｓ棟１階

第２会議室小会議室 階段
階段

L-３
（２５０人）
階段教室

人
間
発
達
文
化
学
類

共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
棟
へ

L-１
（２５０人）
階段教室

共通講義棟教室配置図 L-２
（２５０人）
階段教室

WC　女

WC　男

エレベータ

M-３
（１０８人）

M-２
（１６４人）
階段教室

Ｌ棟１階WC
多目
的

WC　女

WC
男 WC　女 WC　男
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※各教室ＰＣ台数には教員用は含まない

パソコン　８台

１ 階 平 面 図

パソコン 56 台

ＷＣ（男女）

入　　口

（男女）

２ 階 平 面 図

総合情報処理センター配置図

ＷＣ（身障者用） 学生窓口

I P C  ３

ｺｰﾅｰ

エレ
ベーター

会議室

ﾘﾌﾚｯｼｭ来客・職員ＷＣ

I P C  1
パソコン 96 台

階
段

事務室

階
段

　I P C  ４

パソコン 100 台

AED

I P C  ２

パソコン 22 台

　I P C  ５

パソコン 45 台

階
段

非常口３ 階 平 面 図

エレ
ベーター

（男女）

ＷＣ
会議室

副センター長室
(本　　　田）

エレ
ベーター

階
段

階
段
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階

段

階

段

デザイン実習室

美－２１７

加藤研究室
美－２０９

廊

下

機械室
美－２１０

２　階 1　階

1　階

渡邉（晃）
研究室

美－２０７

三浦研究室
美－２０８

新井研究室
美－２０１

美術資料室
美－２０２

ホール

金属工芸室
美－１０３

片野研究室
美－２０４

２　階

庭

女子
便所

▲

廊

下演習室
美－２０５

内藤研究室
美－２０６

更衣室
美ー211

▲

印刷実験室

美－１０１

物置
美‑10 8

陶窯工芸室
美－１０５

焼成室

美‑ １０６

写真
実験室
美－218

成型機械室

美－２１５ 女子
便所

男子
便所

通　路

1　階

絵画実習室

美－２１３

彫刻実習室

美－２１２

木材工芸実習室

美－２１６

シャワー
ルーム塗装実験室

美－２１４

▲

男子
便所

第６
倉庫

美‑10 7

階
段

院生室
美－２０３

版画実習室

美－１０４

彫塑成型室

美－１０２

階
段

美 術 棟

階　段 階　段

階　段

共同実験
準備室
体‑11 2

資料
保管室
体‑11 3

中村（民）
研究室
体‑114

鈴木（ひ）
研究室
体‑210

工藤
研究室
体‑111

髙橋
研究室
体‑203

共同
準備室

体‑104

暗室

体‑101

菅家
研究室
体‑208

調査
分析室
体‑209

階段

更衣室
体‑102

シャワー室
体‑10 3

機械室

体‑10 9

倉庫

体‑11 0

電気室

体‑10 8

▲

鈴木（裕）
研究室
体‑20 7

スポーツ健康実習室

体‑20 4

体育心理学実験室
兼体育測定実習室

体‑105

生理学実験室

体‑10 7女子便所

蓮沼
研究室
体‑21 4

体‑20 1

院生室

体‑20 2

生化学
実験室
体‑20 5

安田
研究室
体‑11 5

杉浦
研究室
体‑20 6

男子便所

北川
研究室
体‑21 1

森
研究室
体‑21 2

小川
研究室
体‑21 3

運動学
実験室
体‑10 6

２　階

１　階

川本
研究室
体‑11 6

保健体育棟
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ピアノ練習室
音２０３～音２１０，音２１２

オーディオ
ルーム

ステージ

機械室

作曲室
音－３０１

▲

横島研究室
音‑３０２

女子便所

声楽実習室

音‑２０２

２　階 金谷研究室
音‑３０３

杉田研究室
音‑３０４

中畑研究室
音‑３０５

音楽講義室

音‑２０１

ピロティ

廊

下

音
212

音
225

音
224

音
203

音
204

音
205

音
206

音
214

音
215

音
216

音
217

音
207

音
208

音
209

音
210

音
219

音
220

音
221

音
222

音
223

音
218

階
段

３　階

階
段

資料保管室
音‑３０６

嶋研究室
音‑３０７

今尾研究室
音‑３０８

第２ピアノ室

音‑ ２１３

男子便所

階
段

第２楽器庫
音‑ ３１０

機械室
音‑ ２１１

音
226

合奏室

音‑ ３１１

第１楽器庫
音‑ ３０９

音 楽 棟

ピアノ練習室
音２１４～音２２６

第７倉庫　音‑125

ピアノ練習室
音１０１～音１０８，音１１０

ピアノ練習室
音１１２～音１２４

男子便所

１　階
階
段

音
106

音
107

音
101

音
102

音
103

音
104

女子便所

音
108

音
105

第１ピアノ室

音‑111

音
120

音
121

機械室
音‑109

音
110

音
122

音
123

音
124

音
118

音
119

音
112

音
113

音
114

音
115

音
116

音
117
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電気工学第２研究室 技術経営戦略演習室
ｼｽﾃﾑｼｭﾐ

ﾚｰｼｮﾝ
研究室１

ｼｽﾃﾑｼｭﾐ
ﾚｰｼｮﾝ

研究室2

ｼｽﾃﾑｼｭﾐ
ﾚｰｼｮﾝ

研究室3W C

513 514 515 516 517

生田博将研究室
理４０２
演習室

理４０３演習室
南部和香
研究室

W C

512 階段

５階

数理・産業システム第１研究室
情報科学
研究室

情報科学研究室 情報工学研究室
情報工学
研究室

506 507 508 509 510 511

中村勝一
研究室W C

エレベーター 階段

石川友保
研究室

物流システ
ム

研究室

 階段 501 502 503 504 505

物流システ
ム

演習室

三浦一之
研究室

篠田伸夫
研究室

神長裕明
研究室

619 620 621 622

数理・産業システム
第２研究室

中川和重
研究室

藤本勝成
研究室

笠井博則
研究室

中山 明
研究室

W C

保全生態学実験室
ネットワーク工学

実験室
南部和香
研究室

理６２２演習室

614 615 616 617 618-3・618-4 618-1・618-2

612 613 階段

６階

筒井雄二研究室 長橋良隆研究室
電子顕微鏡
・蛍光Ｘ線
分析室

地質学
第２研究室

透過型電子
顕微鏡室

生物圏
環境解析

第２研究室

階段 607 608 609 610 611

W C

 階段 601 602 603 604 605 606 エレベーター

プロジェクト
室

内海哲史
研究室

高原 円
研究室

精神生理学
研究室１

精神生理学
研究室２

精神生理学
実験室

724 725

心理学第２
実験室

実験心理学
研究室

地質学
第１研究室

生物圏
環境解析

第１研究室

塘 忠顕
研究室

生物圏
環境解析

第３研究室

W C 兼子伸吾
研究室

718 719 720 721 722 723

植物生態学
演習室

水澤玲子
研究室

植物生態学
実験室

都市計画研究室 生物工学研究室

713 714 715 716 717

712 階段

７階

安部郁子
研究室

渡辺　隆
研究室

理科教育学
実験室

理科教育学
演習室

平中宏典
研究室

実験室
研究室

706 707 708 709 710 711

生産・サー
ビスシステ

ム
研究室

W C

 階段 701 702 703 704 705 エレベーター 階段

プロジェクト
室

プロジェクト
室

都市計画
演習室

川﨑興太
研究室

杉森大助
研究室

筧 宗徳
研究室

８階

EV機械室

802

学類共通実験室
持地隆一
研究室

学類
実験室(1)

学類
実験室(2)

野崎修司
研究室

W C

共生システム理工学類棟 天文台
理　901

９階

気象観測室
階段801

110 113104 105 106 107 108 109

リフレッシュ
ルーム

倉庫 ｻｰﾊﾞｰ室

院生室111 112
女子職員休憩室 男子職員休憩室

１階 人文棟へ

教員控室 印刷室
人間発達文

化学類
後援会室

人間発達文
化学類非常
勤講師控室

 階段 101 102 103 エレベーター 階段

217-2

理１０１演習室 理１０２演習室 理１０３演習室
W C

W C

212 213 214 215 216 217-1

階段

２階 人文棟へ

理工大会議室
董　彦文
研究室

産学連携研究室 制御工学研究室１
制御工学
研究室２

メカトロニクス研究室
高橋隆行研究室

206 207 208 209 210 211

プロジェクト
室W C

 階段 201 202 203 204 エレベーター 階段 205

エネルギー
システム工学
第3研究室

石原 正
研究室

理工
小会議室

インキュベー
ションルーム

インキュベー
ションルーム

プロジェクト
室

315 316 317 318-1・2 319

共生システム理工学類
学類長室

島田邦雄
研究室

エネルギー
システム工学
第１研究室

エネルギーシステム
工学第２研究室

W C

309 310 311 312 313 314

測定室
馬塲一晴
研究室(仮)

無機化学研究室
猪俣慎二
研究室

高安 徹
研究室

有機化学研究室

３階

理工後援会・
きびたき会

大山 大
研究室

分析化学
研究室

物質創成・分析化学実験室
物質創成
研究室

エレベーター 階段 306 307 308 階段

表面反応化学研究室
金澤 等
研究室

有機・高分子材料研究室
W C

 階段 301 302-1 303 304 305

プロジェクト
室

高貝慶隆
研究室

薬品
保管庫

表面反応
化学測定室

大橋弘範
研究室

W C

樋口良之研究室

410 411 412 413 414 415 416 417

階段

４階

生田博将実験室
山口克彦
研究室

物性物理学研究室 物質科学研究室
岡沼信一
研究室

電気工学第１研究室
石岡 賢
研究室

技術経営戦略
研究室

階段 405 406 407 408 409 階段 401 402 403 404 エレベーター
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階　段
階段

階　段
階段

※総合教育研究センター棟以外の
センター教員研究室等

経済経営学類棟３階
３１１研究室

キャリア研究部門
五十嵐研究室

経済経営学類棟３階
３１０資料室

キャリア研究部門資料室

集団
面接室
３０３－ １

音楽リズム実習室

４０１

保育方法実習室

４０４

教育
相談室
３０３－ ２

４　階

白石（昌）
研究室
４０３

視聴覚教材製作室

４０２

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

Ｐ．Ｓ

保木井
研究室
４０７

原野
研究室
４０６

幼児心理実験室

４０５

Ｐ．Ｓ

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

岡田
研究室

３０２

３　階
経済経営学類棟６階

６１１研究室

高等教育開発部門
高森研究室

教材製作室

３０１

総合教育研究センター棟

階　段
階段

　階段

階段

１　階

教育実践
準備室
１０４－ １

特別教室
（９０～１５０人）

２０１

資料室・会議室

２０４

AED↓

階段

Ｐ．Ｓ

造形教室

１０５

ＭＬ教室

１０６

研究室
２０７

アクセシビリ

ティ支援室

２０６

事務室

２０５

授業分析室
（10～20人）
１０４－ ２

鈴木(学)
研究室
１０３

機械室

１０１

コピー室
Ｐ．Ｓ女子

ＷＣ 玄関ホール

Ｐ．Ｓ

連絡橋

２　階

宗形
研究室
２０３

岸
研究室
２０２－２

青木
研究室
２０２－ １

男子
ＷＣ

心理
相談室
３０６－ ２

ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ

３０６－ １

遊　戯
療法室
３０５－３

【　設　備　等　】
稼働ｽｸﾘｰﾝ，天吊PJ(1),壁面PJ(5)，
BR・ＤＶＤ&ＶＨＳビデオ，無線マイク，
ﾊﾟｿｺﾝRGB接続，電子黒板一式，

ノートPC(2)，ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC(20)
有線・無線ＬＡＮ　他ｅｔｃ．．．

生島
研究室
３０５－ ２

倉庫(2)

心理
検査室
３０５－１

相談準備室

カルテ
管理室

304

教育
相談

待合室

倉庫（１）
１０２

１０６
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研究室

８１６ ８１８ ８１９ ８２０

研究室 研究室
８１７

合同研究室
塩谷 富田金炳学

院生印刷室

階段 研究室

久我 後藤 照沼

研究室

８１１ ８１２ ８１３ ８１４ ８１５

研究室 研究室

８０１ ８０２

非常階段
研究室 研究室 研究室

垣見 長谷川 新村 中里

８０３ ８０４ ８０５ ８０６

阪本 鈴木(め)

資料室

８０７

研究室 ホール （女/男） 研究室 研究室
エレベー

ター ８０８ ８０９ ８１０

小規模
自治体
研究所

法令 上床 高橋(有)ＷＣ

研究室 研究室 研究室 研究室 研究室

清水 金井 中井 山﨑 福島

７１１ ７１２ ７１３ ７１４ ７１５ ７１６

研究室
７１７

７１８ ７１９ ７２０

研究室 階段 研究室 研究室
非常階段 合同研究室

研究室 研究室 研究室 研究室 研究室

佐々木 今井

７０１ ７０２ ７０３ ７０４ ７０５ ７０６

荒木田 田村

７０９

研究室 研究室 研究室

村上 黒崎

エレベー
ター ７１０７０７ ７０８

坂本ＷＣ

研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 ホール （男） 研究室

６１４
６１２

西田 功刀 中川 岩崎 大黒 西﨑

非常階段 院生研究室
研究室 研究室 研究室 研究室 合同研究室

６０７ ６０８

階段

６０９ ６１０ ６１１ ６１３

院生研究室

千葉 加藤 今西 丹波   社会福祉・　　社
会調査　　実習室

真歩仁 鈴木(典)

６０１ ６０２ ６０３ エレベー
ター ６０４ ６０５

院生研究室

６０６

地域特別研究実習室
ホール （女）

６６１１５５
研究室

金ＷＣ

研究室 研究室

実習室

５１５

演習室

倉庫１

階段

ＷＣ
（女）

エレベー
ター

５１６

演習室

４０３

５１０

演習室

地域社会
実習室

実習室

５０９

社会教育

研究室

考古学

５１７
５１７

古文書学・
博物館実習

室

浅野

ＷＣ

ホール （男）
エレベー

ター

スポーツ関係

研究室

５０１

新藤

研究室

５０２

川畑

研究室

高橋（準）

研究室

５０４

歴史

資料室

５０５

研究室

５１４

菊地

５０３

新谷

阿部

橋本

演習室
ホール

演習室

４０５４０１

演習室

４０２ ４０４

研究室

５１１

徳竹

研究室

５１２

研究室

５１３

行政政策学類棟

経
済
学

８階

７階

６階

５階

大学院掲示板

行政社会
学会室

４階

非常階段

演習室

（男）
３０３ エレベー

ター

会議準備室

演習室

４１１

階段 機械室

４１０

非常階段 学生印刷室

大会議室演習室 ２１１

学類長室 教員控室
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

学生談話室

演習室 １１２

特別研究教育室(法廷教室）
演習室 １１3

準備
室

玄関 ＷＣ
応接室 （女） （男）

ＷＣ

階段 倉庫３ 文書庫
機械設備室 倉庫3

(男子）
小会議室電気設備室 倉庫4 職員休憩室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

ＷＣ（障
害者用）

ホール

演習室 演習室
階段

演習室

４０７ ４０８ ４０９

演習室

４０６

階段

ＷＣ
演習室 演習室 演習室 ＷＣ

中会議室（女）
３０１

第二視聴覚室
３０９ ３１０

３０８

サポーティ
ングルーム

演習室 演習室
視聴覚室

演習室
社会情報実験室

３１４ ３１７

社会情報
準備室

演習室

学
類
棟
へ

経
済
学
類
棟
へ

教員印刷
室 経

済
学
類
棟
へ

考古学資料
撮影分析室

４階

３階

２階

１階

非常階段

３０２

非常階段

レ
ポ
ー
ト

ボ
ッ
ク
ス
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演習室演習室 演習室 演習室 演習室 演習室

沼　田 藤 　原

研究室

神　子 井本

805 806

西　川 富　 澤

研究室 研究室

808

井　上 福　田

813

研究室研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室

奥 　本

研究室 研究室

合同 吉高神

814

プロジェクト室

研究室

非常口 801 802 803 804 807 809

荒 佐藤(英) 佐野（敦） 遠　藤 野口
プロジェクト室

研究室 研究室 研究室 研究室

階段 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

非常口

<理>永幡 渡　邉 ユン

810 811 812

階段

研究室 研究室便所 女 研究室

821 便所 男 822 823

研究室 研究室

中村（勝） 衣   川

815 816 817 818 819 820 824 825

菊池（智） 飯 　島 岩　本 十 　河 貴田岡 佐藤(寿) 平　野 松　浦

研究室 研究室 研究室 研究室 研究室

奥　 山 伊藤(宏)

研究室 研究室 研究室

非常口 701 702 703 704 707

研究室

非常口

根　建 階段 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

709

研究室研究室

711 712

研究室

713

ｸｽﾞﾈﾂｫｰﾜ

708

稲　村 中村（陽） 階段
合同研究室

研究室 研究室

710 714706

研究室 研究室 研究室 研究室 便所 女

705

福　冨 髙　田 真　田

研究室

715 716 717 718 719 720 便所 男 721

研究室

722 723 724

朱 阿   部 吉　田 熊　沢 清　 水 菊池（壮） ﾏｯｶｰｽﾞﾗﾝﾄﾞ 吉　 川 池　 澤
コピー室

研究室 合同研究室 研究室 研究室 研究室研究室 研究室 研究室 研究室 研究室 研究室

非常口 601 602 603 604 605 606 607 608 非常口 609 611 612 613 614

小　山 大 　川 末　 吉 後　 藤 佐野（孝） 階段
合同研究室

研究室 研究室 研究室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ
ｸﾞﾝｽｹﾌｫﾝｹ

ﾙﾝ
佐々木 手代木 伊藤(俊) 階段

研究室 研究室 便所 女 研究室 研究室 研究室 研究室

615 616 617 618 619 620 便所 男 621 622 623 624

院 　生 院 　生 院 　生
演習室 演習室 合同研究室

研究室 談話室 研究室
501 502

非常口 503 非常口 504 505 506

階段
演習室 演習室 演習室

便所 女 研究室 研究室

階段 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 院 　生

512 513

研究室

514

院 　生院 　生 院 　生

７階

８階

経済経営学類棟配置図

５階

６階

合同研究室

<総教セ>
高森

研究室

演習室

研究室

プロジェクト室

合同研究室

プロジェクト室

マクマイケル

研究室

507 508 509
510 便所 男 511

　　  行政政策学類棟へ

　　  行政政策学類棟へ

　　  行政政策学類棟へ

共通講義棟へ

演習室

402 403

食農プロジェクト室

プロジェクト室

食農
守友

食農
林

食農
則藤

食農
棚橋・服部

404 405

演習室 演習室 演習室 演習室 演習室

208

406 407
非常口 非常口

階段 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 階段
特別演習室 演習室

非常勤
講師
控室

便所 女
408 409 410

便所 男

演習室

305
非常口

ＣＥＲＡ
森本

研究室

非常口
303 306

<総教セ>
五十嵐
研究室

312

地域連携課・研究振興課・ＡＣＦ　事務室

地域創造支援
センター長室

302 304

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 階段

便所 女
研究室 研究室 研究室 研究室

313
便所 男

314 315 316 317

応接室 学類長室 第１会議室 準備室

非常口 非常口

学生談話室
（リフレッシュルーム） 教員控室

学類
スタッフ室 第2会議室

大会議室 非常口

階段 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 階段

204 205 206 207

便所 女 機械室

便所 男

信陵自習室

211 216

高商・学部
資料室

217

保存書庫 プロジェクト室 プロジェクト室 演習室 プロジェクト室 演習室

非常口 非常口

101 102 103 104 105 106 107 108

113 114 115 116

階段
演習室 演習室

グローバル人材育
成プロジェクト室男子休養

室

玄　関

階段

201 202 203

<理>サウンド
スケープ研究室

機械室 電気室 女子休養
室

身 障 者
用 便 所

プロジェクト室

109 110

301 307 308 309 310 311

411 412

地連
研振

資料室

１階

２階

３階

４階

食農
プロジェク

ト
事務室

<総教セ>
五十嵐
資料室会議室

演習室

401

演習室 演習室

209

210

行政・経済学類支援室

212 213

文書庫

214 215

文書庫印刷室

経済
学会室

111
便所 男

階段 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

ＣＥＲＡ
丹治

研究室

ＣＥＲＡ
木暮

研究室

松川
資料

準備室

<総教セ>
丹野

研究室

112
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福
島
大
学

 
平成３０年度（２０１８年） 

 

 

人間発達文化学類 開 講 科 目 一 覧 

[自己デザイン領域・共通領域・専門領域] 

 

 

大学院人間発達文化研究科 

学 科 課 程 表 

 

 

２０１８ 

福 島 大 学 

 
 
 

 

 

福島大学人文社会学群人間発達文化学類 

福島大学大学院人間発達文化研究科 

 

〒９６０－１２９６ 福島市金谷川１番地 

福島大学教務課（人間発達文化学類担当） 

ＴＥＬ ０２４－５４８－８１０６ 

ＦＡＸ ０２４－５４８－８２２４ 

 

学 籍 番 号  

氏       名  
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